
2024年度 授業概要
学 科 ジメントテクノロジー科

担当教員 福田 智
1

実務経験

必修

選択
必修 年次

O

前期

科目名
(英 )

機能的解割学

Functional Anatomy
講議

総時間
(単位)

３０

　
２

開講区分

曜日・時限ヨース 当―ズ共通

業

慈

一授

形 水曜日3限目

では筋肉

!いと中
となる。

日常生活・ ができるようになる。関節を把握し、運動学では スポーツ場面での動作・姿勢の説明骨・

よ実務者鍵爵ぜ断策要粥稽ぴ妥    。

目擦①全身の筋肉、1整、骨.関節などの名称や部住を説明できる。
自標②筋肉の標うきを日常生活・スポーツ場面で説明ができる。

授業計画・内容

1回 目 筋内と骨との役割が説明できる

2回 目 (目標①②)足周囲の解剖と運動について説明できる

3回 目 (目標③②)膝同国の解剖と運動について説明できる

4回 目 (目擦①②)股周囲の解剖と運動について説明できる

5回目 (目標③D)骨盤帯の解剖と運動について説明できる

6回 目 (目標①②)肩甲帯の解剖と運動について説明できる

7回 目 (目標③2)肩周囲の解割と運動について説明できる

8回 目 (目標①②)肘周囲の解割と運動について説明できる

9回 目 て目標①②)手周囲の解吉1と運動について説明できる

10回 目 (目標O②)体幹前面の解剖と運動について説明できる

11回 目 (目標①②)体幹後面の解剖と運動について説明できる

12回 目 (目標③②)頚部の解吉1と運動について説明できる

13回 目 まとめ 全身の解剖と運動について説明できる

14回 目 筆記試験

15回 目 試験解説

率捕学習
時間外学習

主な骨・筋肉の解剖学と、動作・姿勢に葉がる運動学について予習が必要です。

評価方法

各部位にて運動指導に繋がるよう1=、 筋肉・礎の名称と働きを把握する。骨・関節`覇帯などの名称。部位を把握する。
テスト評価100%

受講生への
メッセージ

運動指導をするうえで基本となる機能的解剖学は、司つ1つ地道に覚える事が大切です。

【使用教科書・教材・参考害】

教科書 :ぜんぷわかる筋肉の名前としくみ辞典・ぜんぷわかる骨の名前としくみ事典 (成美堂出版)

参考書 :教科書で分かりにくい部位を参考資料として、毎回配布



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツマネジメントテクプロジー利

担当教員 古野透鰺
触

必修 年次 2

実務経験 0料目名
(英 )

スポーツプログラミング

Sports Programming 前期

コ‐ス共通

授業

形態
講義

総時間
(単位) 2

開講区分

曜日・時限ヨエス 木曜日2限 目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

健康運動実践指導者の資格合格を目指して取り組む。
また、:現場でも必要な考え方なので、その理論を身につけ活用できるよ引こする。

策鞠脇ぷ七縛 ポ霧襴陥薬ギし堂チ摯軍鍾び夢寡号r工
を十導。

目の

【到

し、

授業計画・内容

1回 目 オリエンテーション、授業説明

2回目 健康づくりのための身体活動基準2019、健康づくりのための身体活動指針(アクティブガイド〉

3回 目 健康づくりのためのトレーミングの原則

4回 目 健康づくりのたあの運動プログラムの作成上のポイント

5回 目 健康づくりと運動プログラム作成の基礎

6回目 ウォームアップとクーサレダウン

7回 目 有酸素運動とその効果

8回 目 レジスタンス運動

9回目 テエマ別プログラム作成①

10回 目 テーマ別プログラム作成②

11回 日 テ‐マ別プログラム作成③

12回 目 テーマ別プログラム作成④

13回 目 テスト対策

14回 目 試験

15回 目 回答用紙返却、解説

準備学習
時間外学習

・技栗門容の優曽
。人とのコミュニケーション能力

評価方法

季記試験 (190点分 )

受講生への
メッセージ

―殻の万に運動帽導するうえで必要な考え万となります。ぜひ、内容を理解して現場で活用できるようになりましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

健康運動実践指導者養成用テキスト(公益財団法人健康・体力づくり事業財団)



2024年度 授業概要
学 科 :スポーッマネジメントテクノロジー利

担当教員必修

選択
必修 年次 1

実務経験 〇

久保 智之
科目名
(英 )

ボディケア

Body Care Technique 前期

コース コース共通

授業
形態

演 習
総時間
(単位) 2

開講区分

曜日・時限 金曜日2限目

※実務者経験 :2004年～現在まで福岡工業大学ラグビー部メディカルトレーナとして活動。

の

マ ン ンディショニンジカルコ レーニング じだけリ
、効果のあるテクニックを習得しな
スポーツ傷害のメカニズムを理解ン た Fこ

′ィケアはア スポーツでのピ ク フヾォー ス発揮I 作 す フィる用 の 1 ヽ一′グ つである ドなト 同と カ リ― が必要にな
とってトる。 ツ選手 !スポー レーナー I ボ は必須の技術であディケア りこ関わる 1ナ らなし 機能的 で学習解剖学 した筋ればな 骨格

しながメージ う サ ースポーツマッ ス トレ まッチを中心に実習を行う。 し 本授業終 時 は 、了 目ボディケアの 的 方法 、
できるが説明 つよ になる

【授業の学習内容】(※実務経験のある教員、知見を有す するのか、具体的に記載する)

マッサージ、ストレッチを行うための基本的な知識と方法を修得する。スポーツマッサージの効果、目的、禁忌を理解し、リカバリーとして行うスポーツマッ
ストレッチの実習を行う。

ス のトレッチの基本手枝 効果 方法が説明できる
基本手技 (軽擦法、強擦法、採握法、圧迫法、叩打法、震戦法)を行える。

【到達目標】

<具体的な目標>

位別のスポーツマッサージ、ストレッチを行える。

授業計画・内容

1回 目 コンディショニングとは  (目標)コンディションの構成要素、コンディショニングの方法について説明ができる。

2回 目 スポーツマッサージの基礎知識  (目 標)スポーツマッサージの効果、目的、禁忌について説明ができる。

3回 目 スポーツマッサージの基本手技1 (目 標)スポーツマッサージの基本手枝の効果、方法が説明できる。

4回 目 スポーツマッサージの基本手技2 (目 標)スポーツマッサージの基本手技の実習を行う。

5回 目 頭部、頚部のマッサージ (目標)頭部、頚部のスポーツマッサージの実習を行う。

6回 目 肩のマッサージ (目 標)肩関節のスポーツマッサージ、モビライゼーションの実習を行う。

7回 目 腰背部のマッサージ (目 標)腰背部のスポーツマッサージ、脊柱モビライゼーションの実習を行う。

8回 目 殿部、大腿部のマッサージ (目 標)殿部、大腿部のスポーツマッサージ、股関節モビライゼーションの実習を行う。

9回 目 下腿部、足部のマッサージ (目標)下腿部、足部のスポーツマッサージ、膝・足関節、足部モビライゼーションの実習を行う。

10回 目 上腕部、前腕部、手部のマッサージ (目 標)上腕、前腕、手部のスポーツマッサージ、肘・手関節、手部モビライゼーションの実習を行う。

11回 目 症状別スポーツマッサージ  (目標)腰痛、膝痛、肘痛の対応を説明できる。

12回 目 セルフマッサージ  (目 標)自分自身で体のコンディションがチェックできる。

13回 目 セルフストレッチ、パートナーストレッチ (目 標)ストレッチの実習を行う。

14回 目 前期テスト

15回 目 テスト返却、解説

準備学習
時間外学習

∪官碕爵力f)'名椰、恒直、起始・停止のヤ
‐
占が必要。

②骨の位置、名称、関節の構造の予習が必要。
③スポーツ傷害の原因、発生メカニズム、対処法について予習が必要。

評価方法

足期テスト(100%)筆 記

受講生への
メッセージ

トッフアスリーHこなるほど身体のメンテナンスには敏懸になつており、コンディショニングはトレーニング、栄養ネ甫給と同じくらい重要なものに位置付けら
れています。スポーッマッサージは、ピークパフォーマンスに作用するだけでなく、疲労回復、ケガの予防など多くの効果を得られます。スポーッ現場で
は絶対に必要な技術です。 機能的解剖学、スポーツ医学の内容も含めた授業を行います。

【使用教科書・教材・参考書】

ぜんぷわかる筋肉の名前としくみ事典
ぜんぷわかる骨の名前としくみ事典
講義資料を配布



2024年度 授業概要
学 科 lスポーツマネジメントテクノロジー科

科目名
(英 )

フィットネスエクササイズ

Ftness exercise

必修
選択

必惨 年次 1
担当子女員 平塚 泉

実務経験: O

授実

形態
演習

総時間
(単位)

30

2

調講区分

曜日・時限

前期

ヨース コース共通 水曜自3・ 4限、金曜日4限

醜 森ぴ義承復議籍醐
―
皇轟F拙 §患亀換砕チ賓翠 騒縞 錦解監琵鶏維 聯 立発易

ダンスエクササイズⅢrレジネタンネトレーニング」「ストレッチJで指導者として必要なフィジカル画の強化・維持も図る。

1098年 5月 ～現在(株)スポーツクラブNASでインストラクターとしてレギュラーレウスンを担当,現在はフリーランスとして活動中。

【到遂目標】

グループレッスンめ指徴を感じてもらい、集団指導の楽しさを感じてもらう。
標 >

自

ど) うになる。

授業計画・内容

1回 目 (目標①)オリエンテーシヨン(白ユ紹介)リズム・音楽について

2回 目 (目標①)フィットネスEXの 目的(健康・体力づくりの運動)を理解し、他のメンバーと共有てきる。

3回 目 (目標①)健康づくりの運動について説明ができる (実技:ベーシックビギナー ストレッチ2)

4回 目 (目標①)体力について理解とその選動の目的を確認 (実猿:ビギナー① 50分 コンディショニング1)

5回 日 (目標②)エアロビックダンスの特徴の確認 (実技:ビギナー② 50分 コンディショニング2)

6回 目 (目標②)運動強度と変換方法を理解し実施する事が出来る (実技:ビギナー③ 50分 ヨンディショニング3)

7回 目 (目標②)運動強度の変換方法を自らがレッスラ中に行い調整できるする事ができる。(実技:日-50分 コンディショニング4)

8回 目 (目標②)骨格筋についての理解とストレッチの重要性について説明できる (実技:ロー 50分 コンディショニング5)

9回 目 (目標③)実枚:エアロビックダンスエクササイズ60分

10回 目 (目標③)実績:エアロビックダンスエクササイズ60分

11回 目 (目換③)実技:エアロビックダンスエクササイズ60分

12回 目 (目様③)実技:エアロビックダンスエクササイズ60分

13回 目 テスト準備(基本ステップ4種目の説明と実技テスト内容説明)

14回 目 実技試験

15回 目 レッスシ

準備学習
時間外学習

(日 裸∪

'(目標②)
口ll混 田 憲建 切 にアょります 。

ができます

評価方法

ストレッチ、エアロビックダシスエクササイズ、コンディショニングの何れかの実技試験
0実検テスト(80%)
0レポート試験 (フィットネスエクササイズについて)(10%)
●授業内評価(10り
割合で成績評価を行う。

員諸生への
メッセージ

魅 力:この授業では民間のフィットネスクラフではもつともニースの高い1スグシオレッスンJを l不嵌出釆Bこ丁。先アロ身のl不力つくりπど凶V、 乗団で運動

を音楽に合わせて行う楽しさを感じてください。週に一度―緒に汗をかいて元気に身体を動かしていきましょう。
授業計画 :この授業で身に付ける「実践力」は「経験値」が物を言います。その必要な技術は毎国の授業で少しずつ養う事が出来ます。体調管理に売
分気をつけて欠席のない様にしましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

実習着着用(ジャージ可)、 室内シューズ必須



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツマネジメントテクノロジー利

科目名
(英 )

コーチング論

Coaching

必修
選択

選択
必修

年次 2
担当教員 井口 大

実務経験 O

婦議 : 演習
総時間
(単位) 2

30 開講区分

曜日・時限

前期

ヨース コース共通 木曜日2限 目

号免督季要鍵違懲穐書象槃乳灰甥挽寄霞高蘊載(;を完y輩哲獣翠究々為為違弾輩▼吾恵乳係換しくプレーできる廟こサポーけることや、日標達
成するためのサポートをする役割があります。
この授業では、日本サッカー協会公認D級ライセンス/C級ライセンスの内容をペースに授業をおこない、指導者としての基礎学ぷ。また、1年生で学習した事を
ベースに指導実践では、更にプレーヤーのミネの改善方法やプレーヤのモチペーションを上げるための言葉かけも重点を置きながら授業を進める。

実務経験 :小学生から中学生までのサッカーチームトレーナーとして活躍。また、幅広いカテゴリーでのチーム指導にも携わり、チーム帯同をしてメディカルサポート

からトレーニング指導、コンディショニングまで幅広く従事。県サッカー協会でのチームサポートも行つている。

【到達目標】

コーチが持たなければならない技術と知識の中で「ヨーチング」を講義と実技の中で修得する。特に指導実践では、「ヨーチとしての立ち振る舞い」や「いつミスが起こ

り」、「そのミスをどう改善するのか」「プレーヤーのモチベーションを高める為の言葉かけ」など、選手たちを成長させる技術・知識を含めた授業を行う。
<具体的な目標>
・テーマに合つたメニューの作成(誰が見ても分かりやすい指導案の作成)
・ルールを簡潔に説明できる。 ・自分が作つた練習メニューの意図 ・いつミスが起こり、そのミスをどうやつて改善するのか。
・狙いが明確に言える。 ・デモンストレーションを効果的に活用できる。  ・プレーヤーのモチベーションをどう高めるか。

授業計画・内容

1回 目 (講義)コーチング法 ガイゲンス「1年間の振り返り」→「今後の流れ」

2回 目 (講義)実技テーマのメニュー作成 (4テーマ)

3回 目 実技テーマ:シュートドリル(さまざまな場面から)

4回 目 実技テーマ:ゴールを奪う

5回 目 実枝テーマ :ボールを奪う(2対 2・ 2対 1 ・ 3対 2・ 複数 対 複数)

6回 目 実枝テーマ:ゴールを目指す

7回 目 実技テーマ:ゴールを目指す(崩し)

8回 目 (講義)実技テーマの振り返り ・ 李旨導実践ガイダンス/指導案の作成

9回 目 後期 指導実践 (テスト:3名 )

10回 目 後期 指導実践 (テスト:3名 )

11回 目 後期 指導実践 (テスト3名 )

12回 目 後期 指導実践 (テスト:2名 )

13回 目 後期 指導実践 (テスト:2名 )

14回 目 後期 指導実践 (振り返り)

15回 目 (講義)後期 総評

準備学習
時間外学習

可能であれは、」リークや河外リーク、日不代表早文などを
'見

てサツカーにRRれてはしい。

直接スタジアムに足を運んで、試合、ウォーミングアップなど現場の雰囲気や活動を見てほしい。

評価方法

テスHよ、指導実践(実故)を行い評価する。
O実技指導案の作成 (50/o)
O指導実践(700/o)
O授業への取り組み(25%)

受講生への
メッセージ

・実技が主な為、体調を整えて出席すること。
・人数が13名 ということもあり、欠席者が多いとトレーニングメニューの変更や指導実践に支障をきたす場合があるので、欠席しないように気を付けてく
ださい。
・D級コーチ,C級コーチライセンスの内容を受け指導実践など経験することで、選手へ伝える楽しさや難しさを肌で感じ、この経験は様々な競技や社会
に役に立てる内容と思います。是非積極的に取り組んでほしい。

【使用教科書・教材・参考書】

実技の場合 :サッカーボール・マーカーコーン・ゼッケン

講義の場合 :プロジエクター



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツマネジメントテクノロジ=科
担当教員 平本宏樹修

択
必
選

選択

必修
年次 2

案務経験 0
名

＞鞠僕
スポエツ障害

TheOry for Sports lttury 前期

]iス コィス共通

業
態
撰
形

演習
総時間
(単位)

３。

　

２

開講区分

曜日・時限 金曜日1限目

【授業の学習 のか、具体的

そして、

どの る)、知

更に、

理学擦法
=

ようになる。

レンフ,山口FOアカデミ=フィジオセラピスト
レテイックリハビリテーション、トレーナー業務全般(テーピングなど)

おける、スポージ外傷`傷害を理解し、その怪我に対して、適切な応急処置と,一ピシグが実施できるも
【到連 標】

授業計画1内容

1回 目 操串のォリエンテーション、スポィツ外傷
。傷害について

2回目 スポーツ外傷め救急対応と応急処置について ①開放性損傷に対する応急処置 ②非開放性損傷に対する応急処置:

3回目 手―ビング総論

4回目 キネシオテーピング

5回目 テービング各論① 足部アーテ、踵部、アキレス腱に対するテーピング (25mm非伸縮 アンダーラップ 50mm伸縮 50mttEL)

0回目 テーピング各論② 足関節の基本テーピングI(アンダーラップ 38mmヲ F伸縮 50mm仲縮 うOmttEL)

7回目 テーピング各論③ 足関節の基本テーピングI(アンダーラップ 38m冊非伸縮 50mm伸縮 75mm伸縮 30‖旺L)

8回目 テーピング各論④ 膝関節に対するテーピシグ (アンダーラツプ 75mm伸縮〉

0回目 テービング各論⑤ 腰部、大腿部の肉高佐れに対する,一どング (,3mm非伸絡 60mm非伸縮 o9mttBL)

10回 目 テーピング各論③ 肩関節に対するテービング (75mm伸縮)

11回 目 テービング各諭② 肘、手関節、手指に対するテービング (アンダーラツプ 12mm非伸縮 25冊猾サF伸縮 5oΠm伸縮 60mttEL)

12回 目 実技,筆記テスト対策

lB回 目 実技,スト (アンダーラップ 38mmサ F神縮 50mm伸縮 50mmE七 )

14回 目 筆記テスト

15回 目 筆記テスト返却、実技・筆記テスト解説

準備学習
時間外学習

①各部位の怪我に対する知識が必要
②実枝修得に向けての自主練習が必要

評価方法 実技テ
スト(50点 )十筆記テスト(50点 )

受講生への
メッセージ

スポーツに関わる仕事をするなかで、怪我の場面に遭遇し、スポーツ外傷・傷害の知識が必要となることがあります。その際に、自身を守り、身近な人
の命を守るためには、正しい知識がなければなりません。スポーツ障害の授業を通して、スポーッ外傷・傷害の理解を深め、更に症状に対して適切な応
急処置とテービングができるようI手努めていきましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

アシックステーピングテキスト(ASICS Corporajon)、 はさみ、テーピング(授業時に配布)



2024年度 授業概要
ノ

担当教員 河津 慶太必修
選択

必修 年次 2
実務経験 0

スポーツ心理学

Sp04S PSych。 19gy

科自名
(英 )

前期

ヨース ヨース共通

業
態
装
杉 講義

総時間
(単位 )

３。

　

２

開講区分

曜日・時限 木綴翌日3限目

【授実の学智内容】 知見

2024年度パリ′ 村外スタヴフ)
日本パラリンピツク委員会の医科学情報サポート

々日

【至鴫,霊目

標設定理論など〕を説明てきる
、リラクゼーション、イメージなど)を説明できる

てヽの動機づ:す1こつと 的なメンタルの基礎 トマネジメン 自知識や、 力発揮のため実 目の知識を学ぷ。 標設定や、 分の注意集中状態をモ

<
目標①
榛②目

授業計画,内容

1回 目 授業のガイダンス

2回 園 目標①動機づけの理論的な背黒(自己決定理論など)

3回 目 伝えるスキル向上ワ‐ク

4回 目 目標①人間の欲求,目標設定について

5回 目 目標①スポーツにおける動機づけ 動機づけを高める方法論

6回 目 目標①スポーンにおける動機づけ 動機づけを高める方法論2

7回 目 小テスト

8回 目 目擦②実力発揮のためのメンタルマネジメントタスクフォーカス解説

9回 国 目標②実力発揮のためのメンタルマネジメントタスタフオーカストレーニング

10回 目 目裸②実力発揮のためのメンタルマネジメントリラクセーションとサイ羊ングアップ

11回 目 目標②実力発揮のための心理的コンディショ■ンゲ

12回 目 これまでのまとめ、賢疑応答 1ヽテスト

13回 目 期末課題

14回 目 期末試験

15回 日 試験返却い評価

準備学習
時間外学習

目標①②について、この授業に関しては事例を検討していく作業が多くありますので、それぞれの援業内容に関連する自身の事例をある程度イメージ|

してもらいたいので、高校時代の自分のスポーツ活動に関して思い出しておいてほしいです。
また、難解な理論等につぃては動画教材を用意していますので、各自復♪碧うなどに活用すると内容の理解が進むと思います。

評価方法

O■ テヽスト2回 (30%)
0期末課題 (309ノ。)
O期末テスト(40%)

受講生への
メッセージ

指導者やコ■チにとつて、資格試験においてはそれほど重要視されない(点数の比重が軽い)分野ではありますが、実際の現場では必ずと言つてい
いはどぶつかる問題です。自分自身で対処できる場合と、専門家にお願いしたほうが良い場合がありますので、最低でもその見極めをしないと選手の
ためになりません。
授業中に課題を設けるときが2回ありますのでその時はできるだけ体まないようにしてください。

【使用教科書・教材・参考書】

リファレンスブック



2024年度 授業概要
学 科 :スボーツマネジメントテク∠ロジ=科

科目名
(英 )

スポーツ栄養学

Sports Nuttition

必 修

選択

選択
必修

年次 2
担当教員 吉村俊亮

実務経験 O

授業

形態
講義

総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

前期

再―ス 童‐ス共通 月曜口?・ 3・ 4限日、水曜日1限目

義翡義 置畠嘉七象憲躙 整掌森1暫篠憂浄割鶏澄B獣獅躙 馬潔帝彎瑠鍵ぼと隷
ついても考えられるように土台を築いていく。

実務者経験:2012年 2月～2019年 12月 PersOn』 aむdy Management株式会社にでトレーナーとして勤務、202o年 1月～現在株式会社バND― u代表取締役、日本およ
び海外(ドイツ・トルコ・スペイン・アメリカ・イギリス)て一般の方やアスlJ―卜のコンディショエングにおけるトレーニング・栄養サポートを行う

【至ll建目標】

・五六未養素について説明てきる
・エネルギと機構について説明できる
。授葉内容目標①～③について、内容を理解して説明できる

擦業計画・内容
―

モ回目 栄養の概念について説口月ができる

2回目 (目標①)消 1ヒ吸収の趣程と栄養素の体内動藩について説明ができる

3回目 (目標①)!絡質の種類と消化吸収について説明ができる

4回 目 〈目標②)糖質の代謝系について説明ができる

5回 目 (目標②)アミノ酸の種類と代謝系について説明ができる

6回 目 (目標②)たんばく質の栄養について説明ができる

7回 日 (目標②)脂質の栄養について説明ができる

8回 目 (目標②)Л旨資の種類と代謝系について説明ができる

9回 目 (目標②)エネルギー代謝について説明ができる

10回 目 (目標③)Я旨溶性ビタミンの崇養について説明ができる

11回 目 (目標③)水溶性ビタミンの栄養について説明ができる

12回 目 (目標③)ミネラル(I群 )の栄養について説明ができる

1ね []目 (目標③)ミネラルの栄養(■群)について説明ができる

14回 目 期末試験

11回 目 まとめ

準備学習
時間外学習

t目保①,栄養系の消化吸収の仕純みについて偏習が必要です
(自標②)三大栄養素の働きについて復習が必要です
(目様③)微量栄養素について復習が必要です

評価方法

試験 70点 (中間50点 +期末50点 =100tt X O。 7)
摂業態度 15点 (滅点方式、1講義につき-1点 )
出席点 15点 (1講義につき1点 )
計 100点

受講生への
メッセージ

勉強は晴記する学生が多いですが、晴記すると時間の経過とともに忘れてしまいます。
暗記ではなく、理解することに努めて、一緒に勉強を築しんでぃきましょう。

【使用教科書・教,・参考書】

リファレシスブック



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツマネジメントテクノロジエ利

担当教員 内甲 車平修
択
必
選 鰺 年次 1

実務経験 O
名
，
日
笑
科
く

レジスタンス

ReSiStance Training 前期業
態
授
形ヨ‐ス コース共通

演習
総時間
(単位 )

３。

． 　

２

開講区分

曜日・時限 月曜日3限目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する数員が、どのような媛業を実施するのか、具体的に記載する)
1 。前期は主にBIG3(ペンチプレス、デウドリフト、スクワ

たヽ裏付けや身体の仕組みを理解した上で実施する。
ツト)の
基本的にを

じて現場て生かせる様 な々理論やテクエックも合わ

指導カアップを

るヽ。

撹習

い 。

くヽ。毎回の演習を通

パーソナルトレーナーとして16年のフリーランス活動を経て、2018年に「Frtness
的を持つたタライアントにマンツーマンで運動指導を行つてと

レジスタンストレーニング

レジスタンストレーエングの指導に必要な基礎種園Ⅲ BIG3を中心としたフォーム習得、そして指導力の向上を目指す。

擦】

ズを機能線剖学的に説日月できるよ〕こなる
いた正しいトレーニングフォームでの実演ができるよ〕こなる

授業計画・内容

1回日 オリエンテーシ:自己紹介、授業の進め方、マシンの使い方、評l両方法

2回 目 (目標)スクウットをやつてみる/トレーニングの原理原則を理解する/下肢の筋肉を学ぶ①

3回 目 (目標)デッドリフトをやつてみる/トレーニングの原理原則を理解する/下肢の筋肉を学ぶ②

4回 目 (目標)ベンチプレスをやつてみる/プログラムの基礎を理解する

5回 目 (目 標)8RMを設定できる/種目!の分類を理解できる

0回 目 (目標)6RMを設定できる/筋活動様式の種類とその活用が理解できる/筋の作用を学ぷ

7回 目 (目標)5RMを設定できる/動作速度の重要性が理解できる

8回 目 (目標)4RMを設定できる/代償動作に伴う危険について理解できる/上肢の筋肉を学ぶ①

9回 目 (目標)3RMを設定できる/相手に合わせ 補々助ができる/上肢の筋肉を学ぶ②

10回 目 (目標)基礎種目の演習

11回 目 試験対策 :(目標)BIG9がバーベルでデモンストレーションできる

12回 目 基礎種目の演習、3RM測定 (目標)換算表が活用できる

13回 目 前期試験

刊4回 目 前期試験

15回目 総評

準備学習
時間外字習

目 五 トレー ニ ン 7
・機能解剖学の予習・復習

評価方法

300/6

(BI03の デモンストレーション)600/O

受講生への
メッセージ

ツ

ディショエングなど、様々な場面で必要になつてきます。知識,指導力を身につ
ることで可能性は無限に広がり、様々な職域で「付加価値」になります。演習を

けることで身近な人の役に立てる機会もあるでしょう。実践し理解が深ま
通じて身体の変化を体感し、指導に必要な基礎を身につけましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書:「ぜんふわかる筋肉の名前としくみ辞典」!成美堂出版
「」ATIトレーニング指導者テキスト実践編工大修館書店



2024年度 授業概要
ジメン

担当教員 古野 透修
択
必
選

必修 年次 1

実務経験 O
コンディシヨニング

Conditioning

科目名
(英 )

前期

コース共通

業
態
授
形

演習
総時間
(単位)

∞
　
２

開講区分

曜日・時限ヨース 木曜日1限目

,い :こ ―ヾソナ 年ヽ齢層に対スやダレッチ トレッチなど基本的な理論 ,レイナミッタ や実様を中 団体指導や′ 高齢者など幅広 応できるスキテームなどの
けていくと

中心に現在までのべれ5テー

^ヨンディショニングを行う。
※ を指導c

的の

トレッチめ内容を理解し、説明することができる

I受業計画・内容

1回目 オリエンテーシヨン

2回 目 スタティックストレッチの理論

3回 目 スタティックストレッチの演習①

4回 目 スタティックストレッチの演習②

5回 目 ダイナミックストレッチの理諭

6回 目 ダイナミックストレッチの演習①

7回 目 ダイナミックストレッチの演習②

8回 目 ペアストレッチの理論・演習

9回 目 プログラミング作成の理論・渡習①

10回 目 プログラミング作成の理論・演習②

11回 目 指導の理論・演習①

12回 目 指導の理論・演習②

13回 目 テスト対策

14回 目 前期試験

15回 目 答案用紙返却、解説、反省

準俗学習
時間外学習

劇採くlジ技栗の困谷を1見習アる

目標②教科書を読む頻度を増やす

評価方法

50問 (1間 2点 )出題し合計 100点とする。

受講生への
メッセージ

」ATIの食格は,a再単に取得できるものではありません。日々、野女科書を読み、授采の関否を復習するといつた積み重ねがヲF常に大切となります。1年は
長いようであつという間に経つので、早いうちに習慣づけるようにしましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

」AT】トレーニング指導者テキスト「理論編」(株式会社大修館書店)



2024年度 授業概要
学 科 :スポーッマネジメントテクノロジー利

担当教員 古野 透必修

選択
必修 年 次 1

実務経験 O
科目名
(英 )

体力測定法

Physi091 Fitness Test 後期

ヨース コース共通

授業|

形態
演習

３。

　

２

総時間
(単位〕

開講区分

曜日・時限

容】 るのか、

測定方法や評価方法につ
測定 やの意義 日 は理解す的をまず る

目種8:襟究酬遷R昇霞鶴 解する
自標③:的確な評価説明ができる実践力を身につける

授業計画・内容

1回 目 オリエンテーシヨン、体力の概念を理解する

2回 目 測定と評価とは何かを知る

3回 目 新体カテストの成り立ち・体力水準

4回 目 新体力,ストの実際①

5回 目 新体カテストの実際②

6回 目 新体カテストの実際③

7回 目 新体カテストの実際④

3回目 年代別得点表と平均をもとにした評価方法

9回 目 高齢者(65～ 79歳 )に対する新体カテストの方法と注意点①

10回 目 高齢者(65～ 79歳 )に対する新体カテストの方法と注意点②

11回 目 その他高齢者に対する測定項目

12回 目 体組成の見方と評価

13回 目 テスト対策

14回 目 試 験

15回 目 回答用紙返却、解説

準備学習
時間外学習

H政票 関 谷 の 1夏督
・人とのコミュニケーション能力

評価方法

・前瑚テスト/足翔テスト 1000/c

受講生への
メッセージ

体力測定は全年代、広範囲で行われています。特に一般の方に対する測定と評価はlまとんどのトレーナーが経験します。現場で活用ができるよう興味
を持つて取り組んでみてください。また、」ATIトレーエング指導者や健康運動実践指導者などの資格対策にも関わる大切な科日であることも覚えていて
ください。

【使用教科書・教材・参考書】
・」ATIトレーニング指導者テキスト「理論編・実践編」(株式会社 大修館書店)
・握力計、柔軟性測定機器、メジャー
・健康運動実践指導者テキスト(公益財団法人 健康・体力づくり事業財団)



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツマネジメントテクノロジー科

科自名
(英 )

健康管理機論

‖031th Care Theory

必修

選択
必修 年次 2

担当教員 市丸 直人

実務経験

「
授業
形態

講義
総時間
(単位)

30

2

開講区分

口謡日・時限

前期

ヨース コース共通 月曜田2=3・ 4限目

【オ受業の1学習内容】 (※実務経験の:ある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)
中高年者や高齢者を対象とした運動指導の場合、生活習慣病の理解は不可欠である。生活習中罠病の病態とその予防法に関する知識を系統立てて理解し、個々
の健康状態に応じて対処できる運動指導者となれるよう質の向上を図る。健康確認票などを通して、自身の生活習慣についての問心を高めるとともに、一方趣行に
ならないようにできるだけ運動指導現場での実例をもとに解説する。

【到達目標〕
生活習慣と疾患との関連を理解し、生活習慣病患者やその予備群に対してその危険性を回盤した適切な運動指導ができる。

授業計画th容 |

1回 目 オリエンテーション、健康管理ノートの付け方、健康・体i力の定義や高齢化社会について説明できるようにする。

2回 目 生活習慣病1、 高血圧症t高血圧 」阻圧の意味、正常値と異常値、高血圧のタイプについて説明できるようにする.。

3回 目 生活習慣病2、 絡尿病、2種類の糖尿病について説明できるようにする。

4回 目 生活習慣病3、メタボリック・シンドロームについて説明できるようにする。

5回 目 メンタルヘルスと心の病気について説明できるようにする。

6回 目 生活習慣病などの運動療法 1、 健康・体力についての復習と総括、運動との関連について説明できるよ引こする。

7回 目 生活習慣病などの運動療法2,有酸素運動との関連について説明できるようにする。

8回目 生活習慣病などの運動療法3、 ウォーキングなどの1軽い有酸素運動との関連について説明できるようにする。

9回 目 生活習慣病などの運動療法4、 筋カトレーニングなど比較的強い強度の運動との関連について説明できるよう1こする。

10回 目 生活習慣病などの運動療法5、 SAQトレーニングなどの俊敏な運動との関連について説明できるようにする。

11回 目 生活習慣病などの運動療法6、 lR峨ど最大筋力に近い運動との関連について説明できるようにする。

12回 目 生活習慣病などの運動療法7、 柔軟性などの運動との関連について説明できるようにする。

13回 自 これまでの復習を行なう。

14回 目 試験を行なう。

15回 目 試験を返却し、答え合わせを行う。擬業のまとめを行なう。

準備学習
時F口R外学習

健康管理ノートヘの記録を通して自身の生活習慣に対する関心を深める。

評価方法 筆記試験(7齢)、 授業内演曹評価 (司 5%)、 健康ノエト(15。■)

受講生への
メッセージ

毎週欠かさず健康ノートの記入、自分自身の日常生活を見直しましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

健康運動実践指導者養成用テキスト、健康生活と運動他、授業担当者 (市丸)が作成した資料等



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツマネジメントテクノロジー科

科目名
(英 )

スポーツパイオ|メカニクス

Sports BIomechanics

必修

選択
必修 年次 2

担当教員 土橋憲秀

実務経験

授業
形態

講義
演習

総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

前期

ヨース コース共通 水曜日2限 目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が|、 どの|ような授業を実施するのか、具体的に記載する)

身体運動の仕組みについて、力学的な観点から学修していく。力学、と言われてしまうと自信|のない生徒も多いと思われる。その点を考慮し、なる本く平易でわかり
やす!い摂―業を心がけるつもりではある。ただし、基礎的なことは覚えてもらうしかない、ということもあるので学生自身の努力もまた必要である。
単に力学的な観点だけでなく、身体運動という点から新たな知識を取り入れてもらうことも予定している。

【到達自標】
→.力学|の基礎概念を理解し、並進運動と回転運動のメカニズムを説明することができるようになる。
2・ 人体に作用する力とモーメントを算出し、そのはたらきを説明することができるようになる。
3.力学原理に基づき、身体運動を説明できるようになる。また、動作改善や障害予防と関連づけ、説明建 るようになる。

1回 目 メカニタスとは(イントロダクシーョン)

2回目 ニュートンの法則 」

3回 目 ニュートンの法則 2

4回 目 ニュートンの法則 3

5回 目 微分・積分

6回 目 運動量の保存

7国 目 前半の復習

8回 目 回転運動の運動学 1

9回 目 回転運動の運動学 2

10回 目 回転運動のメカニズム 1

11回 目 回転運動のメカニズム 2

12回 目 後半復習

13回 目 実験 1

14回 目 実験2

15回 目 データ分析

準備学習
時間外学習

解副に関する基礎矢口謙の保習、源埋 l▼F、 Rりについての埋Я千をア●跨景があるので、ヤ習・恨習をしつかり行つてくたさい。

評価方法

レポート30%出 席50%授 業態度20%

受講生への
メッセージ

′ヽイオ スと間くだけで吾手、と思う学生もいると思います。現代のスボーツ科学はどんどん発展してい(中、この知識を持たずしてスポーツ界に

関わることはもはやできる環境にはありません。
なるべく平易に、興味を持つてもらう様に授業を展開します。大革なことは、興味を持つこと、積極的に関わろうとすること。自分で考えることをあきらめ
ないで、粘り強く取り組んでいくうちに、様 な々発見があると思います。実験を経験することにより、最先端の研究がどのようなものなのか、実感をしてく
れることを望んでいます。ディスカッションを多くし、相互的に理解できるような授業を展開します。

【使用教科書・教材・参考書】

授業毎、資料配布



2024年度 授業概要
学 科 スポーツマ メントテクノロジー科

科目名
(英 )

コーチング

Coaching

必修
選択

選択
必修

年次 1

担当教員 井口 大

実務経験

授業
形態

演習
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

前期

ヨース コース共通 金曜日1限 目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

近年、社会構造や社会状況が年々変化し、指導者 (コーチ)には多くの役割が求められるようになつてきました。
そうした中で、指導者にとって最も大切な役割は何でしょうか。それは一生懸命プレーする選手や子どもたちが楽しくプレーできるよう1こサポートすることや、目標達
成するためのサポートをする役割があります。 また、楽.しくプレーすることは、上達にもつながりますし、困難を乗り越えることにもつながります。
この授業では、日本サッカー協会公認D級ライセンス/0級ライセ泳 の内容をベースに授業をおこない、指導者としての基礎学ぶ。

【到達目標】

コーチが持たなければならない技術と知識の中で「コーチングとを講義と実技の中で修得する。特に指導実践では、「コーチとしての立ち振る舞い」や「いつミスが起
こり」、「そのミスをどう改善するのか」など、選手たちを成長させる技術・知識を含めた授業を行う。
<―具体的な目標>
・テーマに合つたメニューの作成(誰が見ても分かりやすい指導案の作成)、 ルールを簡潔に説明できる。
・自分が作った練智メニユーの意図、狙いが明確に言える、デモンストレーションを効果的に活用できる。

1回 目 (講義)ガイダンス(D級ライセンスより、サッカー協会の取り組み、ライセンス制度、育成ビジョンなど。)

2回 目 (講義)D級ライセンスより(コーチの仕事・コーチングの目的・女子サッカー・発育発達と一貫指導)

3回 目 実旗テーマ :ドリル (ボールマスタリー・シユート・パス&コントロール・フェイント)

4回 目 実技テーマ :対面 (1対 1・ 2対 2・ 複数 対複数)

S園 目 実枚テーマ I守備 (ボールを奪う・ ゴールを守る)

6回 目 実技テーマ :ポゼッション(ゴールを奪う 。ゴールを目指す)

7回 目 実技テーマ !さまざまなゲーム

8回 目 実技テーマの振り返り

9回 目 後期 指導実践ガイダンス/指導案の作成

10回 目 後期 指導実践

11回 目 後期 指導実践

12回 目 後期 指導実践

13回 目 後期 指導実践

14回 目 後期指導実践 (振り返り)

15回 目 (講義)後期 総評

準備学習
時間外学習

口J罷でのイしIER、 」tジークや舟クトリーク、出不代表耳なえア〔卜とを観Kリツ刀―に酬れてはしい。
」リーグが開幕したので、直接スタジ7ムに足を運んで、試合、ウォーミングアップなど現場の雰囲気や活動を見てはしい。

評価方法

テスHよ、指導実践 (実技)を行い評価する。
O実技指導案の作成(10%)
O指導実践 (70%)
O授業への取り組み(20%)

受講生への
メッセージ

・実技が主な為、体調を整えて出席すること。
・人数が16名ということもあり、一人でも多く欠席者がいると、トレーニングメニューの変更や指導実践に支障をきたす場合があるので、欠席しないよう
に気を付けてください。
こD級コーチ,C級コーテライセンスの内容を受け指導実践など経験することで、選手へ伝える楽しさや難しさを肌で感じ、この経験は様々な競技や社会
に役に立てる内容と思います。是非積極的に取り組んでほしい。

【使用教科書・教材・参考書】

実技の場合 :サッカーボール・マーカーコーン・ゼッケン

講義の場合:プロジエクター



2024年度 授業概要
学 科 :スポーッマネジメントテクノロジー科

科目名
(英 )

コーチング論

Inst「 uction and Coaching

必修
選択

必修 年次 1

担当教員 井口 大

実務経験

損1業

形態
講義

総時間
(単位)

30

.2

開講区分

曜日・時限

前期

ヨース ヨース共通 水曜日刊限目

【,受業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)
リファレンスブツクを基に、グッドコーテに求められる資質能力を習得する.。 その主な部分として、「入問力」と称するF患考・判断(スポーツの意義とイ面値の理解、コー
チングの理念・哲学1等 )Jと「態度・行動」に関する内容を理解し、本授業修了時にはグッドコーチに求められる資質能力の理解を得られるよ〕こなる。

【副達目標】

①コーテングの意味やコーテに求められる役割を理解する。
②対他者力・対自己力を内容を理解し磨いていく。
③スポーツの1意義と価値の理解をする。
④ハイパフォーマシススポーッにおける今日的なコーテングの理解。

授業計画1内容:

1回 目 コーチング論ガイダンス (コーテのC00Dイメージ/BADイメージ、コーテの理想像チ

2回 目 目標C潤―チングとコーチを定義する。 グッドプレーヤーを育てるゲッ由―チ

3回 目 目標①コーチングの目的としての4Cs。 プレーヤーズセンタードなコーテング。

4回 目 目標①4つのアプローチについて

5回 目
目標①日本スポーツ協会公認スポーツ指導者が負う責任と求められる役割。 コーチの果たすべき役割。
安全なスポーツ環境の構築(予防)と問題発生時の対処法。

6回 目 目標②コーチング文脈。 専門的知識。

7回 目 目標②対他者の知識。 対自己の知識。

8回 目 目標②コミュニケーションスキル。

9回 目 目標②ファシリテーションスキル。 ブレゼンテーションスキル●

10回 目 目標②コーチの学び。 その他の対他著スキル。

11国 目 目標②さまざまな思考法や伝達方法。 コーチのセルフマネジメント。

12回 目 目標③女性コーチの活躍とスポーツを通じた女性の社会選出。

13回 目 目榛④ハイパフォーマンススポーツとは何か。 ハイパフォーマンススポーツの本質～良き競い合い～

14回 目 まとめ①

15回 目 総評

準備学習
時間外学習

・リフアレンス フックを― 適 り日を通 してください 。

評価方法

筆記テストを雨期1回要万色する。
●筆記テスト(70%)
●授業の取り組み (300ぬ )
※割合で成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

リファレンスプックを基にコーテング論の講義を行います。
摂業では、アクティブラーニングやファシリテーション、ワークショップなどを取り入れて、意見の共有・課題の提出、意見交換など行い学生みんなでコー
チの資質能力を高めていきたいと思いますので、オープンマインドで取り組んで下さい。

【使用数科書・教材・参考書】

・リフアレンスブック
※スクリーン/プロジエクターを使用



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツマネジメントテクノロジー科

科目名
(英 )

スポーツ生理学

Exercisc Physio19gy

必修
選択

必惨 年次 1

担当教員 古賀五月

実務経験

授業
形態

講義
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日'時限

前期

ヨース コマス共通 木曜口2限目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

スボーツ生理学は運動を行うことそ身体にどのような変イとが生ずるのか、その現象としくみを理解する学問である。他のスポーツ系の授
―
業の基礎とも言える。この授業を理解すること

によつて、運動指導者としてクライアントヘなぜヒHよ運動をしなければならないのか、運動を行うことでどのようなことが身体の中で起工り、様 な々変化を遂げていくのか科学的根Ⅲ
',1に基づいて指導ができるようになる。

【到違目標】

運動指導者に必要なスポエツ生理学の基本的な知識を惨得、科学的根拠に基づいて説明が出来る。
目擦①骨格筋についての詳しい説明(構造・特徴・収縮練式など)が出来る。
目標②エネルギと供給系についての説明が出来る。
目標③骨格筋と神経系の関わりについて説明が出来る。

1回目 オリエンテーシヨン

2回 目 (目棒①)骨格筋の構造についての説明が出来る。

3回 目 (目標①)筋収縮の仕組みについての説明が出来る。

4回 目 (目裸①)筋線維の種類
=そ
の特徴について説明が出来る。

5回 目 (目様①)筋の収縮様式についての説明が出来る。

6回 目 (目標①)筋力を決める要因についての説明が出来る。

7国目 中間試験

8回目 (目標②)アデノシン三リン酸|こついての説明が出来る。

9回目 (目繰②)無酸素性機構についての説明が出来る。

10回 目 (目標②)有酸素性機構についての説明が出来る。

1ヽ回 目 (目標③)神経系の構造について説明が出来る。

12回目 (日様③)自律神経系について説明ができる。

13回目 (目裸③)神経系の働きと役割、および運動との関連について説明が出来る。

14回 目 期末試験

15回 日 返却・回答解説

準備学習 時
間外学習

各 日鞣 母 、お Jミて Z～4口 に わ た つ Cυ
'lttl運
した l口 素 に′

`卜
る 7この イ

~堂‐

=侵
雪 刀 ′`∠ 景ヽ Cジ 。よ7=宮 r脅肋

`・

'ト
レ~エ ン ク に つ い t(′,缶g,、 め ツよつ て′

'Cttl八
Cド レー ニ ンクを イイ

うことでより授業の理解度が深まります。

評価方法

2回の疋翔 試 峡 によつて知 識の 」〕選 ユ■1山を行う。(申 向 訳 駅 5鶴 剛 禾試 験 50X,

受講生への
メッセージ

が必要となります。特 に知識 は科学的根拠 に基づく説明が出来るとクライアントヘの説得 力が上が ります。ぜひ苦

おります。そのためにも、どの授業もそうですが体調管理に気をつけ、欠席をしないようにしてください。
現場で運動指導者として働いていくために知識と技術
手意識を持たず、積極的に取り組んでほしいと思って

【使用教科書・教材・参考春】

リフアレンスブック(公益財回法人 日本スポーツ協会)
傾圭康生活と運動(SISビジヨン株式会社)



2024年度 授業秘死要
学 科 :スポーツマネジメントテクノロジー科

科目名
(築 )

進路指導

Career Guidanc。

必修
選択

必修 年次 1

担当教員 各担任

実務経験

授業
形態

請義
総時間
(単位 )

30

2

開講区分

曜口と時眼

前期

ヨース コース共通 月曜日2限目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記貌する)

2年間の学校生活について時系列で考え、1年生の前期ではクラス内て目標を立て、主体1こと協調性を身につけるために学法・学科イベントに積極的に参加します。また、就職活動・資
宿取得に向けての幸締を行うために、自らの進路について企業研究などを考える時間をつくります。

【到遠目標】

・専門学後生活方くスタートし、ルールを守り責任感を身につけることができる
・学園祭のフースを出店し、主体性と協君同性を身につけることができる・職業をイメージするために自分で働く場所の攀謹鳥課す£儀生頑胃聖翻 ど寮歳鼻る・考える、開く、発信することができるような安全充

授業辞箇■内容

1回 目 学校のルールを知り、2年間の学校生能 スメージすることが出来る(学生便覚)

2回 目 個入の 目標、クラスの目標を明確に呟 前期の至ll送目標に対して缶動指針を立てることが出来る

3回 目 キヤリアサポートアンケートの実施(個別面ぃ央に活用)、 lTリテラシーについて学び正しいインターネットの活用ができる

4回 目 自己分析、目的意税この明確化にし、自分の現状を知ることが出来る

5回 目 学饉l祭の準備(主体性と協奮阿性を身につける)

G回 目 学国祭の準備②(主体性と協調性を身につける)

7国 目 学園祭の準備◎(主体性と協調性を身につける)

8回 目 学園祭の振り返り、学生生活アンケート、スポーツ業界について知る①フィットネスクラブについて理解することが出来る

9回 目 スポーツ業界について知る②パーソナル・トレーエングジムについて理解することが出来る

10回 目 スポーツ業界について知る③サーム・ビジネスについて―理解することが出来る

11回 目 自己分析①目的意識の明確化にし、自分の現状を知る

12回 目 自己分析②内容を評価、行動指針のフイードバックが出来る

13回 目 企業研究① (自分が自指す業種について、企業を調べる)

,4回 目 企業研究②(自分が目指す業薙について、業務内容を調べる)

15回 目 前期の目標に対して、自己評価を行い、後期に向けての目標設定を立てることが出来る

準備学習 時

間外学習

スポーツ栗界のホームベーンや SNSサイトを見て、予習を行 ,

評価方法

・投 票 四 計 十山(199'そ )'

→出欠、授業態度、提出
―
物で評価を行う

受講生への
メッセージ

スボー ツ栗 界 で働 いていくと で、三 lttTE・ 1五る調 性 を身 につ け 、有 えることや P貝聰 す ること、日ら発 信 す ることが 出 来 るよつ:こならな いとい Iすませ ん 。

そのためにクラス内で力を合わせて取り組む必要があります
遅刻、欠席がないように受講してください

【使用教科書・教材・参考書】

適宜撰業内で資キ1配布



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツマネジメントテクノロジエ科

科目名
(英 )

コミュニケーションスキメレ

oommunication dk‖ |

必修
選択

必須 年次 1

担当教員 最上源

実務経験

投業
形態

講義
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

前期

ヨース コース共通 火曜日1限目

【授業の学習内容】

コミュニケーシヨンの基礎を身につけるために、コミュニケーションスキルアップ検定の内容を勉強し、ど横隔を目指す。過去問題|や練習問題を使い授業を進める。

【到進目標】

コミュニケーションスキルアップ検定の合格を1目指す。

授業計画tl内蓉|

1回 目 オリエン,エション・コミュニケーシゴンの定義と領域

2回 目 コミュニケーションの種類・正しい挨拶の基本

3回 目 基本的対話スキル ①プロセス。聞くの基本、質問の仕方

4回 目 ②話す基本、気持ちや考え方の交換

5回 目 自己表現スキル ①検拶、自己紹介、相手との関係を深める

6回 目 ②上手な頼み方、断り方、自己主張の仕方

7回 目 ③仕事の基本、話すをわかりやすく伝―える方法、交渉、説得

8回 目 ④プレゼンテーション、アンガーマネジメント

9回 目 社会的スキル ①敬語

10回 目 社会的スキル ②電話応対、接客マナー

11回 目 社会的スキル ③訪問、謝罪 ④文書  過去問題

12回 日 過去問題

13回 自 過去問題

14回 目 テスト

15回 目 まとめ

準備学習
時間外学習

日唄 ,9｀らにフイヽスス千ルを忌翻しましよつ

評価方法

筆記テスト100%

受講生への
メッセージ

全員合格 口指して頑ぢ長りましよう

【使
―
用教科書・教材・参考書】

コミュニケーションスキルアップ検定〔滋慶教育科学研究所)



2024年度 授業概要
学 科 :スボーツマネジメントテクノロジエ科

科i目名
(美 )

コンピュータ

L■eFaCy fO「 Information

必傍
選手尺

必修 年次 1

担当教員 井口 恵美里

実務経験

授業
形態

演習
総時間
(単位)

80

2

開講区分

曜日・時限

前期

コ‐ス コース共通| 月B避口4限 目

I撰業の学習内容】 (※実務経験のある教鼻～知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

社会人としてⅢまた、企業において必要とされる人材となる為にはコンピュータの基本操作や実践に役立つ書類作成能力・データ処理能力・プレゼンテーシヨン能力が求められます。こ
の授業ではヨンピュータの基本的な操作やWordの基本文書の作成・Powerpdntの スライドの作成や効果的なプレゼン

'―
ションスキルを習得していきます。また、SNS等のインター

ネットの世界において予期せず犯罪被害者及び加害者になることの無いようにrリテランーを習得し、かつ基本的なビジネスメールの受歯信スキルを習得していきます。
※J996年 4月 ～2024年現在まで企業及び専門学校常にてrr関連の講義を令う。
指導ソフト:Word・ Excd・ Power Pdnt・川Lstrator・ PhotOshop他

【到I連目線I

目標①コンピユT夕の器本操作ができる。
自標②Wordで基本1文

―
書作成ができる。

目標③PowerPd正でスライド作成や効果
―
的なプレゼンテーションがて°きる。

目様④インターネットやSNSについての知識やマナーを理解し、実践できる。

摂業計画Ⅲ内容

1回 目 フォルダ作成・USSの名前変更`データのコピニ&肖1除ができる。

2回 目 脇 rdの基本操作・日本語入力の変換修正・記号変換・手書き入力等ができる。

3回 目 Ⅳordの基本操作・文書の入力及び編集ができる。

4回 目 窟型文書の作成及び編集ができる。 基礎編 ①

3回 目 定型文書の作成及び編集ができる。 実践編 ①

6回 目 定型文書の作成及び編集ができる。 基礎編 ②

7回 目 定型文書の作成及び編集ができる。 実践編 ②

8回 目 表現力のある文書作成ができる。 基1礎編

0回 目 表現力のある文書作成ができる。 実践編

16回 目 簡単な表作成ができる。 基礎編

11回目 複雑な表作成ができる。 実戯編

12回目 表を含む定型文書作成ができる。 ①

13回目 表を含む定型文書作成ができる。 ②

141団 目 前期評価試験

15回目 試験解説

準備学習 時
間外学習

,受栗違I更は初心者でも埋群できるようIこ遅めて行き訳アので臀f三率l衛 ~子習Iよ必豊ありませんが、テキスト・USBメモリ等を忘孝tると散栗遅度に還れが生じよ丁ので忘れ
物が無いようにしてください。

評価方法

冥 技 試 験 による評 価   80。′も
撰業内評価(理解度・援業内作成課題。授業態度等)20%
割合で成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

事業後、どのような業界に進んでも社会人としてPCスキルは必要とされます。
在学中にPCスキルを身に付け、1子来皆さんが望む業界へ進んだ時に身に付けた技能を役立ててください。
演習の授業形式になりますので、欠席をしないよう1としてください。

【使用教科書・教材・参考書】

滋産業化学国指定テキスト使用
【COMPUTER BASIC Word】



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツマネジメントテクノロジー科

科目名
(英 )

グローパルコミュニケーション

(Bレベ)レ )

G!obal communication B

必惨
選択

選択
必修

年次 1 担当教員
ILC

授業
形態

演習
総時間
(単位)

120

B
聞講区分

曜日・時限

前期

ヨース コース共通 月曜日1限日・金曜日3限目

【授業の学習内容】 (※冥務経験のある教員、矢日見を有する教員が、どのような授業を実加するのか、具体的に記載する)

日常生活での情報・説明やまとまりのある内容が理解できるようになる。また日常生活の話題について、出来事の説明・用件を伝えることができる。

【到達目標】

l目手に質問をする。また質問に答えることができる。自己紹介をして、知り合いになることができる。
l見成へのメールを読む、また書くことができる。
自分の持ち物について述べることができる。ネット広告を読む、また書くことができる。
〕力動詞を用いて、自分の町について話すことができる。
ビル内の道順を尋ねるぅまた教えることができる。求職申し込みを読む、申込書を書くことができる。

1回目 WH― queston]を 使つて相手の性格について尋ねる会話を練習する

2回 目 「間接疑問文」を使つて、人に質問をする。ま
‐
た資間に答える練習をする

3回 目 自己紹介と他己紹介に関する会議を練習する

4回 目 誰かと知り合いになるためのメールを書く

5回 目 Time to Speak:ス ピーキング:ロールプレイ・プレゼンテーション「良いリーダーになるために必要なことJ・前期発表と連動する内容

G回 目 現在進行形を使つて持ち物について語す

7回 目 現在売7形を使つて持ち物やその機能などについて話す

8回 目 間き返しの表現や語題を変える際の表現を使つてディスカッションをする

9回 目 欲しいものについての広告を書く

10回 目 Tllne to Speak:ス ピーキング:ロールプレイ・プレゼンテーション「出かける時の持ち物について」・前期発表と連動する内容

11回 目 冠詞に注意しながら、自分の町について尋ねる、また質問に答える練習をする

12回 目 [would/oo∬ d/shodd]を使つて、他の場所への生き方について話す

13回 目 建物内の道案内の場面での会話を練習する

t4回目 求職求人に対して志望勁機を書く

5ヽ回 目 Rme to Speak:ス ピーキング:ロールプレイtプレゼンテーション「自分の町の人気な場所についてプレゼンをする」・前ユЛ発表と連動する内容

準備学習
時間外学習

オンデ マンド浸葉

評価方法

授業内発表

受講生への
メッセージ

英語力をしつかり高めてきましょう

【使用教科書・教材・参考書〕

三VOLV[ 3



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツマネジメントテクノロジー科

科目名
(共 ).

グローバルコミュニケーション
(Cレベル)

GIobal oommunication C

必修
選択

選択
必修

年次 ? 担当散員 :

ILC

授業
形態

演習
総時間
(単位)

39

2 日ヨース コース共通

【援実の学習内容】 (※冥務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的にH己重宅する)

リスニング、リーディング、スピーキング、ライティングの4技能を統合的に学び、興味関心のあることについての簡単な文章の読み書き、また買い物やその他の日常
生活についての平易な会1語ができるよう:こなる。

【到達目標】

知人・家族について議すことができる。職場でのフォーマルなメールを読む、また書くことができる。
毎日してぃることについて話すことができる。ポツドキヤストについての憲見を読む、また書くことができる。
今していることについて語すことができる。サービス業界の会社へのメッセージを読む、また書くことができる。

1回 目 be動詞、代名罰の所有格を使つて、知人・家族について話す

2回 目 「～のもの」を表す表現を使つて、所有物について話す

3回 目 1尖拶をして会話を始める練習をする、興味や驚きを表す表現を練習する

4回 目 自己紹介をする。職場でのフォーマルなEメールを読む、善く

3回 日 ¬me to Speak:スピーキング評価:ロールプレイ・プレゼンテーション「人と共通していることについてJ・前期発表と連動する内容

6回 目 lWh―quesdon]を 練習する。一般動詞の疑問文、否定文を使って、習慣・ルーティンについて質問する、返答する

7回 目 指示代名詞を使って、仕事や勉強をする空間について話す・質問する

8回 目 意思疎通に問題があつたことを説明する、線り返しを求める表現を練習する

9園 目 ポッドキャスト1こついての意見を読む、善く

10回 目 ¬me to Speak,スピーキング:ロールプレイ・プレゼンテーシヨン「仕事や勉強のためのアプリについて発表する.」・前期発表と連動する内容

11回 目 「現在進行形Jを使つて、今まさに起こっていることについて話す

12回 目 「現在進行形」「現在形」を練習する。スポーツ、運動について話す

19回 目 知らない情報を人に尋ねたり、情報を読み取つたりできるよう、会話を練習する

14回 目 サービスや会社に対するコメントを読む、書く

15回 目 ¬me to Speak:スピーキング:ロールプレイ・プレゼンテーション「フィットネスプログラムを作る」・前期発表と連動する内容

準備学習
時間外学習

オンア マンド改 栗

評価方法

震業肉発表

曼講生への
メッセージ

英語力をしつかり高めてきましょう

【使用教科書・数材・参考書】

EVOLVE 2



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツマネジメントテクノロジー利

科目名
(英 )

グローバルコミュニケーション

(Dレベル)

G〕obal communication D

必修
選択

選択
必修

年次 1 担当教員
ILC

授業
形態

旗習
総時間
(単位)

120

8

開講区分

曜日・時限

前期

ヨエス コース共通 月Л震口封限目・金曜日3限目

【桜実の学召内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

よく使われる日常的表現と基本的な言い回しは理解し、用いることもできる。
自分や他人を紹介することができヽ 個人的情報について、質問をしたり、答えたりできる。
会議相手がゆつくり、はつきりと話して、サポートをしてくれるなら簡単なやり取りをすることができる。

【到達目標】

l層 人的な情報について尋ねる、また述べることができる。個人白勺な経ェ歴等のプロフィールを読む、また喜くことができる。
友違や家族について表現することができる。友達や家族の画像にスレッドを入れたり、書かれている情報を読みとることができる。
家や家具について語すことができる。ホームシェアについてのメールを読む、森くことができる。

1回目 be動詞(おm,are)を使つて自己紹介(国籍や出身)する、または出身地を尋ねる会話を守諫習する

2回 目 疑聞代名詞EWha司を使つて、自分の個人情報を相手に伝え、また相手の情草Rを聞く

3回 目 ホテルにチエックインする際の会議を練習する

4回 目 個人的な経歴等のプロフイールを読む・書く

3回 目 ¬蘭e to Speak:スピーキング:ロールプレイ・プレゼンテーション「パーティで新しい人に出会う」・前靭発表と連動する内容

6回 目 be動詞を使つて、家族構成について話す

7回 目 be動詞の否定文を使つて、友連や家族について説明する

8回 目 年齢や誕生日について聞く、話す

9回 目 写真に写つている友逮のことについて話す、友速についての紹介文を書く

10回 目 Hme to Speak:ス ピーキング:ロールプレイ・プレゼンテーシヨン「友逮や家族についての情報を比較する」'前期発表と運動する内容

11回 目 名詞の所有を表すビslと[ざ]を使つて 自ヽ分の家について話す

12回 目

“

t ls」を使つて、家具について話す

13回 目 飲み物やお菓子を提供する、受け取る際の会話を練習する、分からない単語について質問する

14回 目 ホームシェアについてのEメエルのやり取りを読む、または、そのEメールを暮く

13Ⅱ]目 rimeと。speak:スピーキングiロールプレイ・プレゼンテーション「新居の家具を選ふ」・前期発表と運動する内容

準備学習
時間外学習

オンテマント段票

評価方法

擬業内発表

受講生への
メッセージ

異岳き力をしつか り高 めてきましよう

【使用教科書・教材・参考善】

三VOLVE l



2024年度 授業概要

科目名
(英 )

水中運動指導法

Teaching Method Of Aquabics

必惨
選択

必修 年次 1

担当教員 勝日 寿徳 =池形 成信

実務経験

桜業
形態

演習
総時間
(単位)

15

1

開講区分

曜日口時限

前期

コース コース共通

【授業の華習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)
有雷費素運動の1つである、水泳`水中運動で幅広い年齢層に対応できる運動指導の実践方法を知るために、水の特性、運動の種類、1効果.安全性を
学習していきます。また、健康運動実晟尭指導者を取得するための必修科目としても学習します。

【至ll達目標】
,水泳、水中運動とはどんな種類のものがあるのかを知り、理解する
・水泳t水中運動にはどんな特性・リスタがあるのかを知り、説明が出来る
・水泳、水中運動にはどんな効果があるのかを知り、説明が出来る
・(泳法)姿勢の作り方や脱力のスキルを身につける
・(水中運動)水中ウォーキングの種類を実践し、指導の幅を増やす
。(水中

.運
動)音楽に合わせたアクアビクスを実践し、指導の幅を増やす

1回目 プールの利用方法 (取り決められたルールなど)について理解することができる

2回 目 水の特性、効果について理解し、説明することが出来る(小テストの実施)

3回 目 水泳、水中運動の種類と強度設定、傷害リスクを理解し、説明することが出来る(′ Jヽテストの実施)

4回 自 (水泳)各泳法の姿勢の作り方、脱力方法を実践し、身につけることが出来る①

5回 日 (水泳)各泳法の姿勢の作り方、脱力方法を実践し、身につけることが出来る②

6回 目 (水泳)心拍数の測定、強度のコントロールを身につけ長距離の泳法を身につけることが出来る

7回 目 (水中運動)水中ウォーキングでの強度の設定や効果を体感し、指導内容をまとめ説明することが出来る

8国 目 (水中運動)音楽に合わせたアクアビクスでの強度の設定や効果を体感し、指導内容をまとめ説明することが出来る

9回 目

10回 目

11回 日

12回 目

13回 目

14回 目

15回 目

準l薦学習
時間外学習

4と鰹燻還動興μ勇網導奮チキスト円にある、水沐・小甲エクササイスについてヤ習をしておくこと

評価方法

・′」ヽテスト(20%)
・レポート【3枚】(70%)
・援業内評価(10%):出欠等

受講生への
メッセージ

授業計画:プールに入つて演―習を行います。体調管理には十分に気をつけて欠席をしないようにしてください。

W示_力 :指導 者
重要です。そ
いきましょう。資格取得にも必要な科目となるためしっかりと受講しましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

健康運動実践指導者養成用テキスト(公益財団法人健康・体力づくり事業財団)



2024年度 授業概要
学 科 :スポエツマネジメントテクノロジー科

担当教員 吉満 寛必修
選択

択
修
選
必

年次 1

実務経験 O
科目名
(英〉

ゲーム分析

Game AnalysiS 前期

コース プロスポーツAIトレーナー
授業
形態

演習
総時間
(単位)

３０

　

２

開講区分

曜日・時限 木曜日3限 目

2020年 10月 から現在に至るまで、東福岡ラグビー部でGPS計測とデータ分析を担当する。

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有す が . の

業界につ しストなどを て理

る になるつ analystと

てヽ、自身で説明ができるようになる。

11分析の歴史と歩みを知る。
2,最新の機器、アナライズの動向を理解する。
3.KN10W(GPS)の 計測ができる
4.分析を繰り返し実践し、経験値を積む
5.アナライズとは1可かを説明できるよう1こなる。

【到連目標】

1回 目 スポーツXデータ可能性①

2回 目 スポーツXデータ可能性②

3回 目 GPSトラッキングについて

4回 目 GPS使用方法

5回 目 GPS計測とスタッツ

6回 目 実践計測(単内)～ログアップロード

7回 目 データ取得～統計タブ確認～基本データ分析

8回 目 実践計測(選手)データ準備～取得①

9回 目 分析演習とディスカッション①

10回 目 実践計測(選手)データ準備～取得②

11回 目 分析演習とディスカッション②

2ヽ回 目 分析演習とディスカッション③

10回 目 分析演習とディスカッション④

14回 目 テスト

15回 目 フィードバック

準備学習

評価方法

レ不 !―卜弔こ鵬  100%

受講生への
メッセージ

現場

'舌

動に積極的に参加していきましよう。

【使用教科書・教材・参考書】

学校にある機材を使用します。必要に応じて、講義資料配布。



2024年度 授業概要
学 科 : スホ

°iツマネシ'メントテクノロシ
い工科

科目名
(英 )

ゲエム分析2

Game AnalysiS I

必修
選択

選択
必修

年次 1

担当教員 藤井 透

実務経験

授業
形態

演習
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日'時限

前期|

]―ス プロスポニツAlトレーナー 木曜日4限目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

映像撮影、キヤプチヤー、管理、分析共有の知識とオペレーションを習得、アナリスHこ求められるスキルを習得、分析基礎知識を学ぶ。アナリスHこ必要な知識と枚
能を学び、1競技現場でテームをサポ■卜できる実践力を増う。ダートフィッシソフトウェアの分析ソフトウェアを通じて、スポーツアナリステックスを理解する

`単
元ごと

に簡単な振り返り理解慶チェックを実施します。

【到進国標】

アナリスHこ必要な知識と技能を学び、競技現場でチームをサポートできる実践力を培う。ダートフィッシソフトウェアの分析ソフトウエアを通じて、スポーツアナリス
テックスを理解する。

1回 目 スポーツパフォーマンス分析入門

2回 目 ライブキヤプチャーについて学ぶ

3回 目 映像の管理、再生、共有

4回 目 動作分析のアプローチ 基礎

5回 目 動1乍分析のアプローチ 基礎比較

6回 目 動作分析のアプローチ データの表示と評価

7回 目 高度な比較映像の分析

8回 目 高度な軌跡映像の分析

9回 目
ゲーム分月ア「のアフローチ 墨凝
動作分析とゲーム分析の違い～ゲーム分析におけるrヾフオー

マンス分析

10回 目 タギシグパネルの作成と設定 イベントデータをスマートデータヘ表示

11回 目 ゲーム分析結果のプレゼン
'―
ション、モンタージュを学ぷ

12回 目 ゲーム分析の実践

耳3回 目 3Dアナライザ
との設定、実μ麦

14回 目 分析プレゼンテーション作成

15国 目 成果発表とテスト

準備学習
時間外学習

早 フEこ こ (′′理 穏手刀 必` 受 /t卜た の 、しつか ワ1夏冒 を し tし さ` 券 しよつ。

評価方法

授業内評 1西 100%

受講生への
メッセージ

′ヽソコン、スマートフォンを便用しよすが、重要な妻点はメモをとること。

【使用教科書・教材・参考書】

,,yDartnshPros、 PC・スマートフォンを使用



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツマネジメントテクノロジー科

料目名
く英 )

スポーツビジネス

Sports Bisiness

必修
選択

選択
必修

年 次 1

担当教員 黒田 次郎

実務経験

授業
形態

講義
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

前期

ヨース スポーツマネジメントテクノロジエ 木曜日1限目

r授業の学習内容](※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)
現代社会においてオリンピツク、サツカーワールドカツプ、プロ野球・」リーグ、8リーグなどスポーツは多くの人 .々の申で広く親しまれ、また市場規模においても、ス
ポーツ産業は世界各国で成長産業として進イヒが期待されています。
東京オリンピックツ ラヾリンピック開催後、スポーツが大きな産業として経済活性化への期待が高まる中、スポーツマネジメントとはどのような概念・定義を持ち、ス
ポーツの場面でどのような機能と役割を果たすことができるのか。
本科目ではスポーツ産業界で活躍するために必須となる基礎知識や能力を修得します.。

【至1達目標】

・スポーツマネジメントの基礎的な概略を―知る
エスポーツ産業の歴史、動向、市場規模を知る
・スポーツマーケティング、スポンサーシップ、スポーッブランドの定義とその特性を知る

・スポーツイベントのプ歯デュース方法を知る
・プロスポーツビジネス,の概略とスポーツの経済効果を知る

報葉計画!・内容

1回 目 授業全体の構成、進め方、評価についての説明オリエンテーション

2回 目 スポーツマネジメントの概念、定義、スポーツ産業の概念と市場規模について

3回目 スポーツ産業の過去`現在い未来について

4回 目 スポーツマーケティングの構造について

5回 目 スポーツイベントのマネジメント,オリンピック、サッカーW杯、地域活性化イベント等の事例1紹介

6回 目 スポーツ組織のマネジメントt各競技団体の組織の概略及び意思決定プロセス

7回 目 スポーツクラブのマネジメント:総合型地域クラブ、民間スポTツクラブに関する課題

8回 目 第1回目から7回 目までの復習

9回目 スポーツブランドについて:各メーカーのプロモーション戦略、事例紹介

10回 目 スポンサーシップについて:歴史的変遷と現状、オリンピックスボンサー等の事例紹介

11回 目 日本のプロスポーツについて:プロスポーッの分類、スポーツ選手の社会貢献活動、CSRについて

12回 目 日本のプロスポーツについて:ドラフト制度、プロスポーツ選手の生涯賃金とセカンドキャリアについ.て

13回 目 アメリカ、ヨーロッパのプロスポーツビジネスについて14大スポーツと欧州の比較

14回 目 期末テスト

15回 目 テストの解説と総復習

準備学習
時間外単習

H唄 (l,ス 不 ― ツ 編 辛限に 河 し く!圧r兄丁 0こ と。圏じイ拒ごイLた貧 料 I駅霞 冒 (プ

'参
有 と丁 0生と。

評価方法

勅禾ァスト80。/o、 涙昔'200/o

受講生への
メッセージ

本科目を受口吾する学生は、スボーツ屋素にかかわる標々な事柄 I
界を見渡すと国境ボーダレスになつています。このような状況下、

こ間選意識を持ち、積極的に国ら学ぶ習慣を身につけてほしい。また、昨今、スボーツ
国際感覚を磨き、スポーツ産業界でリーダーになりたいという学生を希望する。

【使用教科書・教材・参考書】

黒田次郎、石塚大輔、萩原憎―、秋山大輔編 !スポーツビジネス概論5、 叢文社



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツマネジメントテクノロジー科

科目名
(英 )

進路指導

Career Guidance

必修
選択

必修 年次 2
担当教1員 各担任

実務経験

授業
形態

詰義
総時間
(単位)

30

2

開講区分

確口,時限

前期

ヨース コース共通 木曜日1限目

紛 活動、業界研修、資格爛 こ向けての準備を行い、自らの進幽 こついて考
爾 ぞ£鍵鐵歯筆喉摩事麗亀恙零学

会人としての基盤能力を学び、身につけていt
また現場実習・外部活動を通して、必要な能力を学び、身につけていきます。譜義塗

【到達目標】

し 覚を持つた行動ができる

力を身につけ、就職活動に向けた準備をする

1回 目 オリエンテーションを行う。2学年としての取り組み、現場実習Ⅲ外部活動に向けた準備について

2回 目 現場実習,外部活動を行う上での注意点

3回 目 職業観について、目指す業界における人物像について考える

4回 目 専門職業に向けた準備①社会大基礎力について

も回目 専門職業に向けた準備②前を踏み出す力AЛonについて考える、グループディスカッション

6回 目 専門職業に向けた準備③考え抜くカシンギングについて考える、グループディスカッション

7園 目 専門職業に向けた準備④チームで働くカチームワークについて考える、グループディスカッション

8国 目 専門職業に向けた準備⑤自分たちが考える社会人基礎力についてまとめ・グループ発表

9回 目:
SNSについて① 各種SNSにおいてビジネスでの活用方法と利用するにあたっての注意点を知る

10回 目 SNSについて②各種SNSにおいてアプリを活用とした、業界のトレンドと活動について学ぷ

11回 目 ビジネスマナーについて、実習参加にあたって挨拶や身だしなみ、立ち居振る舞いについて学ぷ

1?回 目 事例検討①実践現場での報告、グループワーク

19回 目 事例検討②実践現場での課題点・問題点、グループワーク

14回 目 事例検討③実践現場での課題点・問題点における解決方法、グループワーク

15回目 まとめ、事例検討発表

準備学習
時間外学習

現 場 冥習・外部 活動において、常 に問題意 識を持ち取 り組んでいく

日頃の生活から社会人に向けた行動・言動を心がけて行動する

評価方法

出席 状況 、投 票悪 度 、提 出物による総 合 100%で評価を行う

受講生への
メッセージ

現場 冥習・外白I府動へ懸命 に取 り絶 み 、先を見手活えた行動をしていきましよう

また、何をするにも考えて行動をすること、相手のことを考えて意識高く取り組んでください。

【 教材 ,



2024年度 授業概要
学 科 :スポエツマネジメントテクノロジエ科

科目名
(笑)

デザイン

Desing

必修

選択
必修 年次 2

担当教員 島村紀博

実務経験 0

捜業
形態

演習
総時間
(単位)

60

4

開講区分

曜日・時限

前期

ヨース コース共通 火曜日Ⅲ2限目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような撰業を実施するのか、具体的に記載する)

広報活動等に必要な、宣材の制作等をイラストレーター、フォトショップで基礎的なパニツの作り方や、応用としてイラスートレーター、フォトショップを使用して広告や名刺
の制作、写真の補正等|の応用も学智する。

【到達目標】

イラストレーター、フォトE狛ップを使用して広告や名刺のデータを制作して印刷物として入稿できるまでになる。

1回 目 photosho,の ツールの紹介と、lhot。さhopの基本由tな使い方の説明、自分の写真を加工して,hotosho,の 機能を知る。

2回目― PhOtosh。 藤の初歩の使い方をサシプル画像を使用して、ツールボッタスの説明も兼ねて使用してみる。

3回目― Photoshopの合成課瀬、画像解像度の理解とベンツールを使用しての合成の基礎を覚える、野菜のパーツを切り抜いて組み合わせサ月 .)♭る通りに合成する。

4回 目 photoshopの合成課題レイヤーを理解する、レイヤーの描画モード、レイヤースタイル等レイヤーの機能を使用して合成を行う、ヌグラデーカ ンの作り方を覚える。

5回 目 pholoshopの 色塗り、プランの使い方やレイヤーの描画モード、選択範囲を使用して下絵を元に乗算を使用して着色していく、又カスタムブランの作り方も覚える。

6回 目 photOshoβのスタンプツール、スタンプツールを使用して画像の画像の修正作業を行う。修正の際に必要になるとみツールや変形ツールを覚える。

7回 目 ,holo、 hppの 影́付け、用逮した写真に影をつける、パスを引いて選択範囲を読み込み変形ツールを使用して、リアルなガウスのばかしを使用して影付けを覚える。

8回 目 。hotoshoE合成と色合わせ、見本に合わせて、今までの技術を総合的に使用して合成と色合わせを行う、色合わせは調整レイヤーを使用して行うぅ

9回 目 ohotosho口の合成課題、前回の課題に引き続き色わせと合成課題、今回は更に複雑な合成に挑戦する。その際に効率のよい合成技術を身に付ける。

10回 目 加回の続きと作品のチニック、修正作業があれば修正を行う。

11回 目 DhOtOSho,商 品に自ゴマークを入れる、変形ツールや選択範囲を上手く使い商品写真にロゴマークを入れ、商品|のとを色相と彩度を利1用して変更する。

12回 目 前回の続きと作品のチエック、修正作業があれば修正を行う。

13回 目 広告、ポスターの制作、印刷に入襟時に必要なトリムマエクや製作時に必要なガイドライン等を作成する。

14回 目 広告、ポスターの制作、デザインを考えて文字の配置の基礎を学ぶ。

15回 1目 完成した名刺のプリントアウトを校正して提出

準備学習
時間外学習

PCを用 いての 段秦 になりますので、基礎 はもちるん層用できる知識 と薇 T,Fを 身につ けれ るよう予 習・復習をしつか り行いましよう。

評価方法

■出席率 20%
■受講態度 30%
■各課題事に点数を付けた平均で評価いたします。509`

受講生への
メッセージ

広告やポスター、名末Iなど色々なもの制作に使用するソフトです。墨礎をしつかりと学び活用していけるように努力をしてください。また命l作する際には
ショートカットを使用して作業効率上げるために忘れないようにしつかりとノートを取るよう1こしましょう。

【使用教科書・教材・参考書ユ

PC教室での授業(PC内にソフトが内蔵されています)



2024年度 授業概要
学 科 ノロジー科

科日名
(美 )

ゲローバルコミュニケーション

(Bレベ)レ )

GIobai communication B

必惨
選択

選択
必修

年次 2 担当教員
ILC

1授業
形態

演巻]
総時間
(単位)

120

8

開講区分

曜日,時限

前期

ヨース コィス共通 月曜口1限目・金曜日9限 目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員―、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

日常生活での情報・言猟明やまとまりのある内容が理解できるようになる。また日常生活の話題について、出来事の説明‐・厠件を伝えることができる。

【至ll違目標】

相手に質問をする。また賞間に答えることができる。自己紹介をし、知
|り合しЧ
=な
ることができる。

親蔵へのメールを読む、また書くことができる。
自分の持ち物について述べることがでをる。わット広告を読む、また善くことができる。
助動詞を用いて、自分の町について語すことができる。
ビル内の道順を尋ねるもまた字女えることができる。1求職申し込みを読む、申込書を書くことがてきる。

■ 1授1業計画`ぬ蓉

1回 目 MHiqvesjon]を 使つて相手の性格について尋ねる会話を練習する

2回 目 「問接疑問文」を使つて、人に質問をする。また買間に答える練習をする

3回 目 自己紹介と他己紹介に関する会話を練智する

4回 自 誰かと知り合しЧこなるためのメールを書く

5回 目 イime to Speak:ス ピーキング:ロールプレイ・プレゼンテーシ葺ン『良いリーダーになるために必要なことJ・前期発表と連動する内容

6回目 現在進行形を使つて持ち物について話す

7回 目 現在完了形を使つて持ち物やその機能などについて話す

8回 目 聞き返しの表現や話題を変える際の表現を使ってディスカッションをする

9回 目 欲しいものについての広告を害く

10園 目 Hme to Speak:ス ピーキング :日―ルプレイ・プレゼカ ーションF強かける時の持ち物についてJ・前期発表と連動する内容

11回 目 冠調に注意しながら、自分の町について尋ねる、また質問に答える練習をする

12回 目 [wodd/∞』d/Sh。』d]を使つて、他|の場所への生き方について話す

13回 目 建物内の道案内の場面での会議をJ練習する

14回 目 求職求人に対して志望動機を書く

15回 目 石me to Speak:スピーキング:ロールル イ・プレゼンテーションr自分の町の人気な場所についてプレゼンをする」・前期発表と運動する内容

準備学習
時間,卜学習

オンデマンド狡栗

評価方法

授業内発表

受講生への
メッセージ

奨語 力をしつか り高 めてきましょう

【使用教科書・教材・参考書】

巨VOと VE 3



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツマネジメントテクノロジー科

科目名
(英 )

グローパリレコミュニケーション

(0レベル )

GIobal communication C

必惨
選択

選択
必修

年次| 2 担当教員
ILC

授業
形態

演習
総時間
(単位)

120

3

開講区分

曜日・時限

前期|

ヨrス コース共通 月曜日可限目・金曜1日 3限目

【授業の学習内容】 (※案務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

,スニング、リーディング、スピーキング、ライティングの4技能を統合的に学び、興味関心のあることI二ついての簡単な文章の読み書き、また買い物やその他の日
常生活についての平易な会議ができるようになる。

【至ll達目標】

知人・家族について話すことができる。職場でのフォーマルなメールを読む、また善くことができる。

写ご些ぞ醍裳皇島:;F掻夢ご訴軽憲恵秘fと技善墓憲広掻誤解爾呼鞠慧ぜ建tと雰聰る。

授業計画・内容

1回目i るo動詞、代名詞の所有格を使うて、知人・家族について議す

2回 目― 「～のもの」を表す表現を使つて、所有物について話す

3回目 揆拶をして会議を始める練習をする、興味や驚きを表す表現を練智する

4回目 自己紹介をする。職場でのフォーマルなEメールを読む、書く

5回 目 ■me to Speak:スピーキング評価:ロールプレイ・プレゼンテーション「人と共通していること:こついて」・前期発表と連動する内容

6回 目 lWh― quesdon]を練習する。一般動詞の疑閉文、否定文を使つて、習慣・ルーティンについて資闘する、返答する

7回 目 指示代名前を使つて|、 仕事や勉強をする空間について話す・質問する

8回 目 意思疎通に問題があつたことを説明する、繰り返しを求める表現を練習する

9回 目 ポッドキャスHこついての意見を読む、書く

10回 目 Hme to Speak:ス ピーキング:口‐ルプレイ・プレゼンテーシヨン「仕事や勉強のためのアプリについて発表する」・前期発表と連動する内容

11回 目 「現在進行形子を使つて、今まさに起こっていることについて話す

12回目 「現在進行形」「現在形Jを練習する.。 スポーツ、運動について話す

13回 目 知らない情報を人に尋ねたり、情報を読み取つたりできるよう、会話を練習する

14回 目 サービスや会社に対するヨメシトを読む、書く

15回 1目 Time to Speak:ス ピーキング:ロールブレイ・プレゼンテーション「フィットネスプログラムを作る」・前期発表と連1動する内容

準備学習 ―

時間外学習

不 ン ,マ ン ト段 桑

評価方法

授業内発表

受講生への
メッセージ

英語力をしつかり高めてきましょう

VE  2



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツマネジメントテタノロジー科

科目名
(英 )

グローパルコミュニケーシヨン

(Dレベル)

GIobal communication D

必修

選択

選択
必修

年次 2 担当教員
ILC

授業
形態|

演習
総時間
(単位)

120

18

開講区分

曜日,時 F長

前期

ヨース コィス共通 月曜日1限目・金曜日3限目

【授業の学習内容】(※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する〉

よく使われる日常的表現と基本的な言い回しは理解し、用いることもできる.9
自分や他人を紹介することができ、個人的情報についてt質問をしたり、答えたりできる。
会1話相手がゆっくり、はつきりと話して,サポートをしてくれるなら簡単なやり取りをすることができる。

【到達目標】

1目人的な情報について尋わる、また述へることができる。個人的な経歴等のプロフィ‐ルを読t】 、`また書くことができる。
友連や家族について表現することができる。友進や家族の画像にスレッドを入れたり、書かれている情報を読みとることができる。
家―や家具について語すことができる。本―ムシェアについてのメールを読む、書くことができる。

1回 目 be動詞●m.aお)を使つて自己紹介(薗籍や出身)する、または出身れを尋ねる会議を練習する

2回 目 疑闘代名詞lWha可を使って、自分の個人情報を相手に伝え、また相手の情報を聞く

3回 目 ホテルにチェックインする際の会話を練習する

4回 目 個人的な経歴等のプロフィールを読む・善く

5回 目 Tlme to Speak:ス ピーキング:ロールプレイ・プレゼンテーション「パーティで新しい人に出会う」,前期発表と連動する内容

6回目 be動詞を使って、家族構成について話す

7回 目 bc動詞の否定文を使つて、友連や家族について説明する

年齢や誕生日について聞く、話す8回 目

9回目 写真に写つている友進のことについて話す、友達についての紹介文を書く

10回 目 ■me to Speak:スピユキング:口‐ルプレイ・プレゼンテーション「友違や家族についての情報を比較する」・前期発表と運動する内容

11回 目 名詞の所有を表す['s]と rs」を使つて、自分の家について話す

12回 1目 巨t islを使って、家具について話す

13回 目 飲み物やお菜手を提供する、受け取る除の会語を練習する、分からない単語について賢間する

14回 目 ホTムシェアについてのEメールのやり取りを読む、または、そのEメールを善(

15国 目 Hme to Speak:ス ピーキング:ロールブレイ・プレゼンテーション「新居の家具を選ぶ」・前期発表と連動する内容

準備学習
時間外学習

オンデマンド救果

評価方法

授業内発表

受講生への
メッセージ

翼語力をしつかり高めてきましょう

【使用教科書“教材・参考書】

EVOLVE l



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツ科学科

科目名
(英 )

進級制作

promotion Work

必修
―

選択
選択
必修

年次 2
担当教員 各講師(各担任)

実1務経験

授業
形態

実習
総時間
(単位)

30

2

開講1区分

曜日・時限

前期

ヨ■ス コース共通 金曜日4限目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する|)
2年次の集六成として、ゼミ活動を通して研究した成果についてまとめ、発表を行う。

【到進目標】

・ゼミ活動を通して学んだことが分かりやす(よとめられている
・研究の内容を今後につながるものにする
・聴衆者にしっかリーと伝わるように発表の練習を行う

授業計画・内容

回ヽ園 オリエンテーション

2回 目 ゼミでの取り組み、研究成果についてPowe「Pdntをと抄録を作成を行うと

3回目 ゼミでの取り組み、研1究成果についてPowerPdntを と抄録を作成を行う。

4回 目 ゼミでの取り組み、研究成果についてPowerPsntを と抄録を作成を行う。

5回 目 ゼミでの取り組み、研究成果についてPowerPdntを と抄録を作成を行う。

6回 目 ゼミでの取り組み、1研究成果についてPowerPdntを と妙録を作成を行う。

7回 目 ゼミでの取り組み、研究成果についてPowerPo柄 tをと紗録を作成を行う。

8回目 ゼミでの取り組み、研究成果についてPむwerPdntを と妙録を作成を行う。

つ回目 ゼミでの取り組み、研究成果についてPowerPdntを と抄録を作成を行う。

10回 目 ゼミでの取り組み、研究成果についてP6werPjntを と抄録を作成を行う。

11回 目 ゼミでの取り組み、研究成果についてPowettPohtを と抄録を作成を行う。

12回 目 ゼミでの取り組み、研究成果についてPowerPdntを と抄録を作成を行う。

13回 目 ゼミでの取り組み、研究成果についてPOworPSntを と抄録を作成を行う。

14回 目 ゼミでの取り組み、研究成果についてPowerPdntを と抄録を作成を行う。

15回目 研究した成果について、発表を行う。

準備学習
時間外学習

発薮に同けて季怖 |そしていきましよつ。

評価方法

発表のレポ‐卜提出により評価を行う。

受講生への
メッセージ

1年間のゼミ活動の成果を発表します。2年生の集大成として全員で取り組みましようも

【使用教科書・教材・参考書】

特になし



2024年度 授業概要
学 科 !スポーツマネジメントテクノロジー科

科目名
(英 )

健康運動実践指導者基礎講座

Training FOr Fitnese tnsvじ ctor Bぅ oc teCttre

必修
選択

選択 年次 2
担当教員 勝田 寿徳

実務経験

授業

r′′態
講義

総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

前期(後期)

ヨース 資格選択希望者、コース共通

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

教科書の内容に基づき、健実筆記量☆験の合格を目標に進めていきます。また、ブループ指導の実演能力と指導能力を身につけるだけでなく、解剖学や生理学、ト
レーニング科学、心理学、現在の健康づくりの実際などの専門的な基礎知識も学び、「安全で効果的で楽しい」指導に活かせるように授業を進めていきます。

※実務者経験:15年間、健康運動実践指導者の資格を所有し、フィットネスクラブH公共施設の運動指導に携わる

い1還 日鞣】

健康運動実践指導者筆記試験の合格

1回 目 1章 健康づくり施策概論の内容を押さえ、日本の健康づくりに対しての取り組みについて理解することが出―来る テキストp.3～ 15

2回目 2章 運動生理学の内容を復習し、問題に対して必要な用語J説明を理解することができる テキストp19～ 38

3回 目 3章 機能解剖とバイオメカニクスの内容を復習し、問題に対して必要な用語・説明を理解することができる テキストp.41～ 53

4回 目 4章 栄養授取と運動の内容を復習し、問題に対して必要な用語・説明を理解することができる テキストp.57～ 87

5回 目 5章 体力の測定と評価を復習し、問題に対して必要な用語・説明を理解することができるテキストp71～ 96

6回 目 6章 健康づくりと運動プログラム 健康体力づくり1こ対してのプログラムの考え方について学び、理解することが出来る p.99～ 116

7回 目 7章 運動指導の心理学。社会学的基礎 心理学的用語を復習し、説明することが出来る p.119～ 126

8回 目 B葦 健康づくり運動の実際 ウォームアップ・クールダウン・ストレッチの指導ポイントを掴み、説明することが出来る ,128～ 150

9回 目 ウォーキング・ジョギング・エアロビックダンスエクササイズ・水泳、水中運動・レジスタンスの指導ボイントを掴み、説明することが出来る 。151～ 201
B車 健 原 つくり運 動 の冥瞭

10回 目 9章 運動障害と予防・応急処置 ‐運動中止の判断基準、各種障害、数急処置について復習し、説明することが出来る p.205～ 226

11回 目 1章～3章の復習

12回 目 4章～6章の復習

13回 回 7章～9章の復習

14回 目 試験

15回 目 筆記検定試験対策

準備学習
時間外学習

・章 呂E訊遇天ヌ▼東 言房腔 くJ再t川 元 五 ,(′
'豚
、回 超 に 対 し

すべての書き込みなどは,キスHこするようにしま
Kて′
'不
イントをマーク丁0と思いま丁。

しょう !

評1面方法

・健要幸記対策の際に行う筆記模擬試験にて辞価する(90%)
・授業内評価→出欠(19%)
上記の内容で成績評価を行います。

受講生への
メッセージ

魅力と指導者として、寮全で効果的で楽しく継続できるような運動指導を行う為には、専門知識を身につけ、より分かりやすく説明ができるようになること
が重要です。その為にも、実枚だけでなく筆記対策もしつかりと取り組み、資格取得ができるよ〕こ基礎知識から学びましょう。
授業計画 :資格対策の授業です。体調管理には十分に気をつけて欠席をしないようにしてください。

教科書:健康連動実
=と

電指導者養成用テキスト(公益財回法人健康・体力づくり事業財回)

【使用教科書・教材・参考書】



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツマネジメントテクノロジー科

科目名
(英 )

トレー■ングー指導者基礎講座

Basic Seminar fOr」 AT卜ATI

必修
選択

選択 年次 2
担当教員 古野 透

実務経験 O

授業

形態
講義

総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時獨艮

前期

ヨ,ス メ白スポーッAIトレーナー(資格選択希望者 水燿日3限 目

【捜業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

資格合格を大前提に～教科書の内容を中心に理解を深め身につける。小テストも定期的に行い授業の理解度を犯握するとともに予習
〕復習の習慣をつけることも目

標とする。    また事業後、卸戦力で現場で使える知識を養っていく。

※実務者経験 トレーナー歴10年、小学生～実業国のチームトレ

…

―を中心に現在までの|べ司5チームを指導。
また、一般の方から高齢者までスポエツクラブや公共施設でトレーニング・コンディショニングを行う。

【到達目標】

目
‐
標①教科書の内容を理解し、:説明することができる
目標②模擬問題(10間 )を行い、7問以上正解できる
目標③例年出席率が悪いため、きちんと出席し授業を受けることができる

1回目 、機能解剖(上肢)

2回 目 機能解割(体幹・下肢)

e回自 模擬問題を活用した演習

4回目 ′ヽイオメカニクス①

5回目 パイオメカニクス②:

0回 目 事実槻問題を活用した演習

7回 目 運動生理学

8回 目 模凝問題を活用した渡習

9回 目 運動と栄養

10回 目 模擬問題を活用した渡習

1ヽ回目 運動と医学①

12回 目 運動と医学②、運動指導の科学

13回 目 テスト対策

14回目 前期試験

15回 !ロ 答案用紙返却、解説、反省

準備学習
時間外学習

日楳∪凍素 (′
'l州
谷と優督η・0

目標②教科書を読む頻度を増やす

評1両方法

50岡(1岡 2点)出題し合計」00点とする。

受講生への
メッセージ

」ATIの資橋は画畢に取得できるものではありません。日々 、教科書を読み、授業の内容を復習するといつた積み重ねが非常に大切となります。刊年は
長いようであっという間に経つので、早いうちに習慣づけるようにしましょう。

【使用教科書・数材・参考書】
」ATIトレーエング1指導者テキスト「理論編J(株式会社大修館書店)



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツマネジメントテクノロジー科

科自名
(英 )

トレーエング科学

Training Science―

必修
選択

必修 年次 2
担当教員 片井 忠

実務経験

授業

形態
講義

総時間
(単位)

30

12

開講区分

H翌日・時限

前期

ヨース コース共通 火曜日4限目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が どヽ|のような授業を実施するのか、具体的に記載する)

トレーナーとして必要なトレーニングの知識を得て、プログラムの作成、トレTニングを含めた指1導方法を学ぷ。

【到達目標】

これまで学んだトレエエングに関する知識に加え、様々なクライアントのニーズに応じてプログラムの作成、指導が出来るよう1主なる。

1回 目 骨格筋系、神経系、内分泌と運動

2回 目 トレーニング計画:の立案、超回復について

3回 目 筋カトレーニングのプログラム作成

4回 目 パワー向上トレーエングのプログラム作成

5回 目 持久カトレーニングの理論とプログラム作成①

6回 目 持久カトレーニングの理論とプログラム作成②

7回 目 スピード向上トレーニングのプログラム作成/柔軟性向上トレーニング及び、ウォームアップとクールダウン

8回 目 特別な対象の|ためのプログラム作成①

9回日 特別な対象のためのプ曲グラム作成②

10回 目 スポーツ栄養学①

11回 目 スポーツ栄養学②

12回 目 トレーニング効果の測定と評価/運動指導の科学

13回 目 対策週

14回 目 筆記テスト

15回 目 返却週

準備学習
時間外学習

1読註 召
`卜

制 甲 ギ ス不
~ツ 鉦 埋 平 、ス不 ~ツ 栞 査 早 アよとを侵 雪 しKFェ来 に齢 ん でくたごい。

評価方法

筆記テスト100%(授業態震・出欠席も鑑みて評価に含みます。)

受講生への
メッセージ

トレーニンクについて字び、興際に現場に出た時にトレーナーとして清燿出釆るようになりましよう。

」ATIトレーエング指導者テキスト「実践編」「理論編」(大修館書店)

【使用教科書・教材・参考書】



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツマネジメントテクノロジー利

科目名
(英〉

NSOA資格対策講座

Exam Preparationお r NSCA

必修

選択
選択 年次 2

担当教員 堀尾 祐史

実務経験

授業
形態

講義
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日H時限

前期

ヨ‐ス 資格選択希望者、コース共通 月曜日3限 目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教
―
員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

NSCA―CPTの資格合格を目標に‡受
―
業を進めていく。NScA―CPTの 内容では、トレーナーの基礎知識(解剖学、運動生理学、バイオメカニクス)とさまざまなクライアン

トヘの指導を想定した1実践テクニック(エクサササイズテクニック、プログラムデザイラ)が大半を占める。本授業では、実践経験の少ない学生に対して、エクササイ
ズテクニックやプログラムデザインの内容を軸に構成していく。毎回の授―業で試験内容を想定した問題を解き、学1生たちの学習状況を把握する。問題を解く中で読
解力を磨き、NSCAのエッセンスに慣れることでトレーナーとしての基確知識を養う。

【劉達1目標】

ONSCA―CPTの資格取得
②NSCttCPTの テキストをベースにドレーナーとしての基礎知識を身につける。

●■1手受業計画i.内容

T回 目 資格試験について(教科書の内容、試験内容|の確認)、 エクササイズサイエシスの理解度調査

2回 目 エクササイズサイエンス①(テキスト第1-3章の内容)筋の構造、心肺系とガス交換、生体エネルギー機構

3回 目 エクササイズサイエンス②(テキスト第■6章の内容)パイオメカニクス、レジスタンストレーニング、有雷安索性持久カトレーニングヘの適応

4回 目 エクササイズサイエンス理解度テスト、初回面談と評価①(テキスト第9章の内容)クライアントの面談と健康評価

5回目 初回面談と評価②(テキスト第10-11章の内容)体力評価の選択と管理、体カテスト法と評価基準

G回 日 コンディショニング①(テキスト第12章の内容)柔軟性とストレッチ

7回 目 コンディショニング②(テキスト第7-8章の内容)栄養学と心理学

3回 国 エクササイズテクエック①(テキスト第12章の内容)自体重、パランスボールでのエクササイズ

9回 目 エクササイズテクニツク②(テキスト第13章の内容)バーベル、ダンベルでのエクササイズテクニック、補助のテクニック

10回 目 エクササイズテクニッタ③(,キスト第17章 )プライオメトリクスとスピードトレーニング

11回 目 心臓血管系のトレーニング(テキスト第14章)心臓血管系のトレーニングバリエーシヨン

12回 目 プログラムデザイン①〈テキスト第15章 )レジスタンストレーニングのプログラムデザイン

13国 目 プログラムデザイン②(テキスト第16章 )有酸索性持久カトレーニングのプログラムデザイン

14回 目 特定のクライアント向けの指導①(テキスト第18章〉前青年期の子ども、高齢者、妊婦のクライアント

15回 目 特定のクライアント向けの指導②(テキスト第19章)栄養と代謝に問題を抱えるクライアント

準備学習
時間外学習

覚 願 刃 束 間 選 を固じfh

評価方法

①(小テスト)エクササイズサイエンス理解度テスト(2回日の点数が前期評価30竹)
②各章毎のレポート提出(70ゆ

受講生への
メッセージ

資橋取得がトレーナーとしてのゴールではありません。
一方で、NSCA―CPTの資格内容は、将来トレーナーとして活躍する上で必要な知識が幅広く詰まつた内容です。まずは目先の目標として、資格取得を
目芋旨して勉強していきましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

NSCAパーソナルトレーナーのための基礎知識第2版 (特定非営利法人NSCAジャパン)



2024年度 授業概要

担当数員 佐藤 文彦必修

選択

選択

必修
年次 2

実務経験
ゲーム分析5・ 6

(Game AnalyticsV・ Ⅵ)

科目名
(英)

前期

]―ス プロスポエツAIトレーナーコース
授業
形態

講義
総時間
(単位)

Ｇ０

　

４

開講区分

曜日・時限 金曜日4・ 5限目

セイパーメトリクスの入門的内容として、成1立から現代までの発展の歴史を学びます。セイバーメトリクスというと、OPSや同P、

こういうことが新たに分かつたJと |いうセイバーメトリクスの知見をただ覚えるのではなく、根拠となつたデータを見て理解できるようになることを目標とします。
株式会社DELTA公 武サイト「1,o怖 t02Jにおいて、コラム等を執筆し、メ‐ルマガジン「lЮ2 WoeHv Repo武 」で今週のデ‐夕分析を担

―
当する。また、「プロ野球を統計学

た

また、

る人が多いです。これらもセイパーメトリクスの成果であり産物ではありますが、

デルタ・ベースポールリポエト」にも執筆者として参加

【割羞目標】

セイーバエメトリクス

く具体的な目標>
目標Oセイバ…メトリクスの成立から現代までの発1展の過程を理解する
目標②セイパーメトリクスの発展によってもたらされた知見を覚えるのではなく、根拠となるデータを見てその意味を理解できるよう1こなる

1回 目 イントロダクション:セイバーメトリクスを学ぷ

2回目 野球の工般原理①:ピタゴラス勝率・得点期待値1得点価値

3回 目 野球の一般原理②:野球のセオリーの見直し

4回目 野球の一般原理③:り…ゲ戦と短期決戦

5回目 選手の評価①:打撃・走塁

6回 目 選手の評価②〔守備・投球

7回 目 選手の評価③l総合評価

8回 目 成績の予測

9回 目 近年のトレンド① :―トラッキングデータの導入

10回 目 近年のトレンド②:トラッキングデータがもたらしたもの

“

回目 近年のトレンド③l:Boseb』 I Savant

12回 日 野球データの利用

13回目 テスト

14回 目 テスト請評

15回 目 セインヽ―メトリクスのこれから

準備学習
時間外学習

術 に時 間 外 の写曽 Iよ系 のませ ん が、興蛛 の覆

'る

人 は話 義 甲に紹介する吾 給 や X献 を開 んで
'望

解 を渫 めてください 。

1評価方法

・テスト
・出欠
・授業中での質問への回答

受講生への
メッセージ

協力:初めはヽ部の好事家の楽しむものだつたセイパーメトリクスも、現代では野球の一翼を担うまでに成長を遂げています。
球に関わる

慢業計画 :

人にとつては必須の知識となりつつあります。また、野球以外の競技に関わる人にとっても、転用可能なアイデアが多く含まれています。
里予これを理解す

教科書:セイバーメトリクス入門 脱常識て野球を科学する.蛭川皓平(著).闘田友輔(監修),水曜社
関連図書:Iプロ野球でわかる!]はじめての統針学,株式会社DELTA佐藤文彦/student(薯労嗣田友輔 (監修),技術評論社

【使用教科書・教材t参考書】



2024年度 授業概要
学 科 ,スポーツマネジメントテクノロジエ科

担当教員 井手 宏法修
択
必
選

選択

必修
年次 2科目名

(英 )

ストレングス&コンディショエング2

Strength&Cond■ iOning Ⅱ 前期

ヨース プロスポーツAIトレーナー

業
態
授
形 演習

総時間
(単位)

３０

２

開講区分

曜日・時限 火1曜日3時限

年1次の後期に学んだ内容をべTスに多岐にわたる各体力要素の応1用理諭を理解し、各要素を高めるために必要な各種トレーミングを実践する。また自身おく実践
り交ぜながら、ストレングス&コンデイシヨニングの応用と実践を学ぶ。

ける

【到達目標】

・金ての競技に必要なS&Cの基礎理論と応用理論を理解し、各種トレーエング方法とその指導を身につける
。現場でも&Cコーチとして、様々な状況下でも指導→対応できる能力を身につける

授業計画・内容
―

1回目 イントロダクション/81Gむエクササイズの復習

2回 目 B'Ga測定/プレパレーショウエクササイズの前提種目(グラウンデイング・グラビング・ブレーシング)を理解する

3回 目 プレパレーションエタササイズの前提種目(グラウンディング・グラビング・ブレーシング)を実践する

4回 国 スクワットにおけるエラーとプログレッション/リグレッションを理解する

5回 目 スクワッHこおけるエラーの修正エクササイズを理解する

6回 目 スクワットにおけるエラーの修正エクササイズを実践し指導
―できる

7回目 デッドリフト(RDL)に おけるエラーとプログレッション/リゲレッションを理解する

8回 目 デッドリフト(RDL)に おけるエラーの修正エクササイズを理解する

9回 目 デウドリフト(RDし )におけるエラーの修正エクササイズを実践し指導できる

19回 目 ベンチブレス(プッシュアップ)におけるエラーとプログレッション/リゲレッションを理解する

11回 目 ペシチプレス(チッシュアップ)におけるエラーの修正エクササイズを理解する

12回 目 ベンチプレス(プッシュアップ)tiおけるエラーの修正エクササイズを実践し指導できる

13回 日 BIG3再測定/総復習

14回 目 テスト

15回 目 振り返り/解説

準備学習
時間外学習

。これまでの基礎教科(機能解剖学や生理学など)の復習
・授業内容の復習
'トレエニングを実践する

評価方法

・テスト(BIGe測定/筆記テスト)
・授業態度
・出席状況

受講生への
メッセージ

1年次の後期に学んできたことや他の授業で同時に学んでいることがベースとなりますので、復習を忘れずに、日々成長する態度で授業に臨んではし
いと思います。後期に比べ実装を多く繊り交ぜながら進めていきたいと考えていますので、自身が動ける身体作り、トレrニングにも精進してください。
一方通行にならないよう、皆さんとディスカッションができる授業にしたいと思つています。

【便用教科書・教材・参考吾】

・NSCAジャパン ストレングス&コンディショニング理論編
・NSCAジャパン レジスタンスエクササイズ(プレ′ヽレーション)



2024年度 授業概要
学 1科 :スポ‐ツ科学科

科目名
(英 )

テクニック

Training Technlque

必修

選択

選択
必修

年次 2
担当教員 竹村 昌紘

実務経験 O

授業

形態
演習

総時間
(単位〉 2

30 開講区分

曜日・時限

前期

ヨエス プロスポーツAIトレーナー 金曜日2限目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業|を実施するのか、具体的に記載する)

スポーツアナリストとしての活躍を夢見る学生たちにとうてデータ分析や戦略・増党術能力を高めることは大変重要であ―る.。 その中で選手のプレイや身体的―・精神的コ
ンディショニングの不良に気付き、アプローチする方法を知っていればスポーツトレーナエ等の多職種連携を通してチームの勝利に貢献できることだろう!選手は身
体のコンデイシヨニング中は心身共にリラックスしている。その何気ない会語のi中から好不調の原因に辿り着くことも起こり得る。つまり、コンディショエングを通して
選手とコミユニケーシヨンが諮れることはアナリーストとして大きな武器となるだろう。この授業では、基本的なストレッチやエクササイズにより筋コンディショ■ングの改
善、種目毎に起こり得そうな事例から具体的なコンディショニングテクニック法を学んで、現場1活用できる形で授業進行をする。
※実務者経験:20o3年4月 ～2008年 3月まで大学チrムスポーツ(ラクロス)のS&oを担当。ウエイトトレ…ニングや試合前後のコンディシヨニングやケア、試合中の
CPRt合宿や遠征への帯同等を務めた。2008年～2016年パーソナルトレーエングを専門―として従事。2016年～主に老年疾患や内科系保有疾患者へのリハビリを担
当している。

【到達目標】

テクニックとは「特定の方法や手段のこと」であり、1基本白与/尊円的な動作や行動に対しての具体的なアプローチ法と考えることが出来る。―方、スキルとは「学習に
よつて得られた技術を意思決定や状況に合|わせて判断する能力」である。
すなわち、この捜業ではひとつひとつのテクエツクの習伶を目擦に掲げて、最終的には現場で応用できるだけのスキルを習得することが目的である。

標業計画!出 1容
―

1回自 ORT:授 1美進行と評価方法について (目標)ペアストレッチの技術を確認する

2回 目 固有受容器の役割を知る (目 標)抑制と促通について

3回 目 固有受容器の役割を知る② (目標)ストレッチと筋促通法で筋バランスを整える～上位交差、下位交差～

4回 目 回有受容器の役割を知る③ (目標)末梢神経アプローチ～1尭骨神経麻痺～
"F骨

神経麻痺～

5回目 痛みのメカニズムついて知る (目裸)国際疼痛学会の定義を理解できる

6回 目 マニユアルレジスタンスによる効果を理解できる

7回 目 走動作のメカニズム(矢状面)を理解し、障害予防をアドバイスできる

8回目 走動作のメカニズム(前額面)を理解し、障害予防をアドバイスできる

9回 目 走動作改善のための体斡部から股関釘の筋カトレーニングを指導できる

10回 目 野球の投球動作(夫状面)を理解し、障害予防をアドバイスできる

11回 目 野球の投球動作(前額面)を理解し、障害予防をアドバイスできる

12回 目 野球の投球動作改善のための体幹部から上用支への筋カトレーエングを指導できる

13回 目 試験対策

14回 目 後難試験 (ロールプレイング評価)

15回 目 総評

準備学習
時間外学習

l現場 語 導 できるLlR碗 が あれ は最 適 で
『
)る

評価方法

に1ジ必要出席日数(全出席者は不証る真+100/o刀 l点 )
②筆記試験40%
③ロールプレイング試験50%

受講生への
メッセージ

単元ごとに繋がりがあるため欠席することなく受講をする。やむなく欠席する場合は、予聟を必ずして踊んで欲しい。

【使用教科書・教材・参考書】

・第3版スポーツ理学療法学～動作に基づく外傷・障害の理解と評価・治療の進め方～ ,第2版筋骨格系検査法 ・第2版慢性痛のサイエンス・第5版末梢神経と
筋のみかた 等
(MEDACAL VIEW)



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツマネジメントテクノロジー利

担当教員 ゼミ担当講師修
択
必
速

択
惨
選
必

年次 2
実務経験

科目名
(英 )

ゼミ

Seminar 前期

ヨース プロスポーツAlトレーナー
捜業
形態

演習
総時間
(単位) 2

開講区分

曜日・時限 金曜日4限―自

内容】 ( か る)

てヽの解決策を講じるための方法を討論する。

の よ

【剣連目標】
・現場で実習を積み、経験を重ねるとともに課題を発見する
・課題の解決策を見つけ:、 実行し、評価を行う
・プレゼンテーションカを高める

授業計画I内容

1回目 現場活動の実行計画及び課題についての解決策を講じるための方法を討議する。

2回目 現場活動の実行計画及び課題についての解決策を講じるための方法を計議する。

3回 目 現場活動の実行計画及び課題についての解決策を諮じるための方法を討議する。

4回目 現場活動の実行計画及び課題についての解決策を講じるための方法を計議する。

も回目 現場活動の実行計画及び課題についての解決策を講じるための方法を討議する。

6回目 現場活動の実行計画1及び課1題についての解決策を講じるための方法を討議する。

7回 目 現場活動の実行計画及び課題についての解決策を講じるための方法を計議する。

a回目 現場活動の実行計画及び課題についての解決策を講じるための方法を討議する。

9回 目 現場活動の実行計画及び課題についての解決策を講じるための方法を討議する。

10回 目 現場活動の実行計画及び課題についての解決策を講じるための方法を討議する。

11回 自 現場活動の実行計画及び課題についての解決策を講じるための方法を討議する。

12回 目 現場活動の実行計画及び課題についての解決策を講じるための方法を討議する。

13回 i目 現場活動の実行計画及び課題についての解決策を講じるための方法を討議する。

可4回 !目 現場活動の実1行計画及び課題についての解決策を講じるための方法を討議する。

15回目 現場活動の実行計画及び課題についての解決策を講じるための方法を計議する。

準備学習
時F日日外学習

現場での活動、字襟内での活動問わす、目的意識を持つて踊んでいきましよう

評価方法

機栗閃評1面
出席状況、授業内態度、提出物による100%総合評価

受講生への
メッセージ

ゼミでの′君動は、1年後社会に出た日予に必す役に立ちます。ぜひ、積極的に参刀llして多くのことを学んでください。

【使用教科書・教材・参考書】

適宣、資料など配布



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツマネジメントテクノロジー科

科自名
(英 )

マーケティング

Marketing

必修
選択

選択
必修

年次 2
担当教員 児玉のりこ

実務経験 O

授業
形態

講義
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

前期

ヨース スポーツマネジメントテタノロジー 火曜日3限目

〔授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が どヽのような授業を実施するのか、具体的に記載する)
マーケティングとは何か、なぜマーケティングの知識が必要なのか理解する。
演習を通じて、基礎知識をふまえて各種計画が立てられるようになり売上の収支構造を理解するも

実務者経験 :テーマパーク物販ノイベント企画立案,集客に従事。広告代理店にてプロモーション戦略・営業企画など様々な実務を経験。

【到進国標】

目標①商圏・立地について理解し、出店計画を立てることができる。
目標②商品化計画ができるようになる。
日標⑥店舗のプロモーション計画ができるようになる。
目標④売り場づくり1こ必要なディスプレイ計画ができるようになる。
日模⑤売上収支をンロkまえた出店計画ができるよ〕こなる。

1回 目 マーケティングとは何力Wiついて説明することができる

2回 目 メーカーと小売業のマーケティングの違いを説明することができる

3回 目 商国について理解し、説明することができる

4回 目 商圏、立地を鑑み、出店計電凹Fを立てることができる

5回 目 マーケティングの視点に立ち、商品化計画ができるようになる

6回 目 プロモーションの概要と種類について説明することができる

7回 目 プロモーション計画を立てることができる

8回 目 【中間テスト】出店計画中商品化計画・プロモーション計画に関するテスト

9回 目 売り場づくりに必要なディスプレイ手法を理解し、説明することができる①

10回 目 売り場づくりに必要なディスプレイ手法を理解し、説明することができる②

11回 目 商品の価格設定について理解し、説明することができる

12回 自 小売店の利益構造を知り、売上収烹を計算することができる

13回 目 売上収支を踏まえた出店計画を立てることができる

14回 目 【期末テストユ売上収支をI沓まえた出店計画、ディスプレイ計1画/プロモTション販売に関するテスト

15回 目 前期まとめ/テスト振返り

準備学習
時間外学習

宵 否ん (′,ユfき
「
t卜

‐
膏 l占 に つ い (:考え Kき Kくた ごい 。

「なぜ好きなのかJ「なぜもう一度行きたいのか」をお客様目1線に立ち、お店に行くきつかけや理由を考えてみましょう。

評価方法

誠 栗 円 に哭 正 す る演 智 芙 賑 30%

中間テスト30%
期末テスト40%

受講生への
メッセージ

お層つくりや出暦には
'マ
ーケティンク」の視点が必宴です。

お客様視点を持つこ―とで「人気店の理由」が分かる様になると思し―ヽます。
集客できるお店づくりや商品・イベントプロモーション、出店計画を楽しく学んでいきましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

販売管理論 入門



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツマネジメントテクノロジー科

科目名
(英 )

WEBマーケティング

Web Marketing

必修
選択

選択
必修

年 次 2
担当教員 福田健治

実務経験 O

猥業
形態

諸議
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

前期

ヨース スポーツマネジメントテクノロジー 金曜日2限自

【撰業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を要施するのか、具体的に記載する)

1.ウエブ解析と基本的な指標 2.事業戦略とマーケティング解析 9.デジタル化戦略と計画立案 4・ ウェブ解析の設計
5.インプレッションの解析 aェンゲージメントと問接効果 7.ウェブサイトの解新 8.ウエブ解析のレポーティング

実務経験 :ウエブマーケティング実績23年年目、GAなどのアクセス解析ツールを活用し、企業の1業務改善・売上向となどに従事。
ウェブ解析との資格取得レベルの1知識と共に、実際に企業に必要とされているウエブマーケティングの考え方やスキルに関する授業を実施いたします。

玉到逮目標】

ウ三ブマーケティング、ウエブ解析に関する以下の基礎知識を修得、共通の用語認識の基に、営業・仕I作・開発と社内ウェプマスター業務1等|の遂行・業務効率化を可
能にすることを目指します。

授業計画・内容

1回目 ウエブ解析の重‐要性とウェプ解析士の仕事について説明ができる

2回目 ウェブ解析と基本的な指標(サイト表示の仕組みとアクセスログにういて説明力ぐできる)

3回 目 ウェブ解析と基本的な指標(オウンドメディアの指標について説明ができる)

4回 目 事業戦略とマーケティング解析について
も説明ができる

5回目 デジタル化戦略と計画立案について説明ができる

G回 目 ウエブ解析の設計(n雫析の設計)について説明ができる

7回自 ウェプ解析の設計 (コンバージョンの設計)について:比明ができる

8回 目 インプレッションの解析について説明ができる

9園目 エンゲエジメントと間接効果(ソーシヤルメディアのエンゲージメント)について説明ができる

10回 目 エンゲージメントと問接効果.(広告の接効果)について説明ができる

11回 目 ウェブサイトの解析(オウンドメディアの解析)1こついて説明ができる

12回 目 ウェブサイトの解新 (インタラクシヨン解析)について説明ができる

13回 目 ウエブ解析のレポーティングについて説明ができる

14回 目 修7テスト

15回 目 修了テムト解説

準備学習
時間外学習

ウェフ解 析 士 口却b足合格 に同 け、予 首 と侵 習 をしつか り行 いましよう。

評価方法

修7テスト70%出 席点20点 平常点10点

受講生への
メッセージ

アクセス解析をはじめとしたウエフ解析データを活用し、デジタルマーケティンクを通して事票の成果を導く人材、それがウiフ解析士です。
ウェブ解析士は、ウェブ解析スキルを身につけ、データを読み取り、正しい判断ができるスキルを修得することを目標としています。

【使用教科書・教材・参考書】

2024ウェブ解析士認定試験テキスト(一般社回法人ウェブ解析士協会)



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツマネジメントテクノロジー科

科目名
(美 )

映像制作2
必修
選択

選択
必修

年次 2
担当教員 今林倍太

実務経験 O

Video Productionエ 授業
形態
― 演習

― 総時間
(単位 )

60 開講区分 前期

ヨース スポーツマネジメントテクノロジエ 4 曜日・時限 木曜日牛5限目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)
総 コンテの の作り方 )

方ヽ)
●PFem!ere Pr。 、ARer

実務経験:中小企業を中心として、広告映像を制作を手がける

【到達目標】

ることができるようになる
し

1回 目 1年次の復習(Premttre Pro)の 操作方法、基本知識、簡1単なオリジナルドラマの編集

2回 目 インタビユー哄像の撮影方法、マルチカメラの編集方法

3回 目 座学(解像度、フレームレートについて)/スローモーション映像の撮影方法

4回 目 ブラシレスジンパルを使ってのテスト撮影(―何長カメラ)&編集

5回 目 ンネマテイツクBロールの制作①一企画(個人制作)

6回 目 シネマティック8自―ルの制作①―撮影

7回 目 シネマティックBロールの制作①―撮影/編集

8回目 シネマティックBロールの制作①卜編集

9回 目 シネマティックBロールの制作①卜試写

10回 目 ARer Erectsの 基本知識、簡単なアニメーション方法テキストアこメーションの作り方

11回目 After EfFoctsイ ージーイーズを使つたアニメーション作成 リンクしたファイルのモーション

12回 目 After ETects loopoutな どのエクスプレションを使用したインフォグラフィッタスの作成

i3回 目 After Erectsで のトラック処理、オブジェクト違従の方法

14回 目 AFter EfFectsアニメーシヨン付きの名束1動画の作成①

15回 目 ARer EfFectsア ニメーション付きの名刺動画の作成―試写

準備学習
時間外学習

υ自分のスマエトフオンで出釆Ⅲ〒.を撮影する(標動画を中
'し
にヽ)

②広告映像(T卜 CMやTV番組)などから演出やカメラワータを意識して視聴する

評価方法

1受葉肉 で制 作する成果孝夕!によづて評価 します

受話生への
メッセージ

動 回制 作 をするにあたつて穏 々なことを考えないといけないため 、 じようにPCやカメラなどの精密機器もたくさん使用します
故障や紛失があると制作自
あとは自分が作つていて楽しし
す。
一緒にがんばりましょう:

り.たいと意欲があれば必ず作れるようになると思いま

【使用教科書・教材・参考善】

・イヤホン、もしくはヘッドフォン(有線モデルの方が望ましい)
・個人のHDD(個人が所有するスマートフォンに合つたデータ転送用のケーブル(とをhtttng、 USB-6ケーブル))

1



2024年度 授業概要
学 不斗 :スポーツマネジメントテクノロジー科

科目名
(英 )

イベント

Event PIanning

必修

選択

選択

必修
年次 2

担当教員 森田 康裕

実務経験

援業

形態

講義

演習

総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

前期

コース スポーツマネジメントテクノロジー 金曜日3限目

【摂葉あ学習内容}(※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)
イベントを輿行するための基礎的な知l説〈企画、準備、実施の流れなど)や管―理方法を学びますと
また業界で求められるその他の知識.人材に関しても学びつつ、ビジネスヘ活かすための適応力を鍛え、
l色えず変化する環境、雇用、多様化するタローバル社会に適応し、成功するために必要な能力の育成に取り組みます。

【到建目標】

・資格を耳皮得する
・イベントの基本的な構成の犯l展、提案カー、実行力を身に付ける
。イベントで必要となる機材|の知識及び基本操作を身に付ける
。マーケテイングやビジネス環境について自分なり1こ分析、評価、提案ができる

1回 目 本講義の!目的と概要説明、現状理解度の確認

2回目 イベシHミ関する知識と技術、求められる役割を説明できる

3回目 イベントを構成する組織を開催意義くターゲット分析と集客を説明できる

4回目 企画運営の流れ、イベラト資料制イ乍について説明できる

5回 目 現場で働く上で必要な知識と行動、実際に使用する機″をを説明できる

6回目 企画運営の流れ、イベント資料制作について説明できる

7回 目 企1画書制作実習

放映権ビジネスと観職者の理解について説明できる8回目

9回 目 マーケティングと顧客ロイヤルティを説明できる

10回 目 現状と今後の願望(ディスカッション)

11回 目 プレゼン用企画書制作実習

12回 目 企画書ブレゼン

13回 目 イベント開催へ向けた課題制作のアドバイス及び実習

14回 目 イベント開催へ向けた課題制作のアドバイス凛び実習

15回 目 課題プレゼン発表共有、討議

畢 輛 :イ ヘ ン トスキー ム の 入 まかな醍 睡

時F口耳外学習 l授業内容の復習及び業界調査、資格試験勉強
準備学習
時間外学習

評価方法

υ取組委勢 出席20猪
②企画暮内容 4嚇
③プレゼン内容(期末テスト)4眺

受講生への
メッセージ

基礎やアイデアの発想法を学びイベント分野の理解度を上げる講議です。
ディスカッションなどで自身の考えを言語化し、案習で実践力を鍛える内容を予定しています。

【使用教科書・教材・参考書】

イベント検定 公式テキスト(一般社団法人 日本イベント産業振興会)



2024年度 授業概要
学 科 :スポーッマネジメントテクノロジー利

科目名
(英 )

ゼミ

Seminar

必修
選択

選択
必修

年次 2
担当教員 ゼミ担当講師

実務経験

授業
形態

演習
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

前期

ヨース スポーツマネジメントテクノロジー 金曜日4限目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員.知見を有する教員力`、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

企業課題に対してPDCAサイクルを回し、実践力を修得していく。また、課題に対して活動を通して、対策・実施策を講じるための方法を討論する。

【到1違目標】
・現場で実習を積み、経験を重ねるとともに課題を発見する
叫課題の解決策を見つけ、実行し、評価を行う
・プレゼンテーションカを高める

1回 目 の実行計画及び課題についての
「
解決策を講じるための方1法を討議する。

2回 目 現場活動の実行計画及び課題についての解決策を講じるための方法を討議する。

3回 目 現場活動の実行計画及び課題についての解決策を講じるための方法を討議する。

4回 目 現場活動の実行計画及び課題についての解決策を講じるための方法を討議する。

5回目 現場活動の実行計画及び課題についての解決策を講じるための方法を討議―する.。

6回 目 現場活動の実行計画及び課題についての解決策を諾じるための1方法を討議する。

7回 目 現場活動の実行計画及び課題についての解決策を講じるための方法を討議する。

8回 目 現場活動の実行計画及び課題についての解決策を講じるための1方法を討議する。

9回 目 現場活動の実行計画及び課題についての解1決策を講じるための方法を討議する。

10回 目 現場活動の実行計画及び課題についての解決策|を講じるための方法を討議する。

」回目 現場活動の実行計画―及び課題についての解決策を講じるための方法を討議する。

12回 目 現場活動の実行計画及び課題についての解決策を講じるための1方法を討議する。

13回 目 現場活動の実行計画及び課題についての解決策を講じるための方法を討議する。

14回 目 現場活動の実行計画及び課題についての解決策を講じるための方法を討議する。

15回 目 現場活動の実行計画及び課題についての解決策を講じるための方法を討議する。

準備学習
時間外学習

現場での活動、学校内での活動 F・弓わず、目的意識を持つて踊んていきましよう

評価方法

授業内評価
出席状況、授業内態度、提出物による100%総合評価

受講生への
メッセージ

ゼミでの活動は、1年後社会に出た時に必ず役に立ちます。ぜひ、 て多くのことを学んでください。

【使用教科書・教材・参考書】

適宜、資料など配布
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